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(57)【要約】
再装着型無線デバイスは、使い捨て構成要素に固着され
る再利用可能構成要素を含む。再利用可能構成要素は、
生体に固着された電極から信号を受信し、生体と関連付
けられる生理学的および物理的パラメータを監視するセ
ンサインターフェースと、セルラー無線通信回路とを含
む。本デバイスの接着基部は、第１の接着層と、その周
囲で第１の接着層を部分的に覆う第２の接着層とを含み
、第１および第２の接着層は、異なる接着剤を含む。通
信チャネルアドレス識別を表す記号を伴う第１の無線デ
バイスが提供される、２つの無線デバイスの間にリンク
を確立する方法も開示される。画像センサを備える携帯
電話コンピュータデバイスを用いて、記号の画像が捕捉
される。捕捉された画像は、記号によって表される通信
チャネルアドレス識別を抽出するように処理される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使い捨て構成要素に固着されるように構成される、再利用可能構成要素であって、
　　生体に固着されるように構成される少なくとも１つの電極から信号を受信し、生体と
関連付けられる１つまたはそれを上回る生理学的および物理的パラメータを監視するよう
に構成される、センサインターフェースと、
　　セルラー無線通信回路と、
　を備える、再利用可能構成要素を備える、
　デバイス。
【請求項２】
前記使い捨て構成要素をさらに備える、請求項１に記載の再装着型無線デバイス。
【請求項３】
前記使い捨て構成要素は、前記少なくとも１つの電極を備える、請求項２に記載の再装着
型無線デバイス。
【請求項４】
前記使い捨て構成要素は、その中に前記再利用可能構成要素を受容するための、機械的ス
ナップイン接続機構を備える、請求項３に記載の再装着型無線デバイス。
【請求項５】
前記再利用可能構成要素は、筐体と、前記機械的スナップイン接続機構に連結するために
前記筐体に形成されるくぼみとを備える、請求項４に記載の再装着型無線デバイス。
【請求項６】
前記機械的スナップイン接続機構は、第１および第２の突出要素を備える、請求項４に記
載の再装着型無線デバイス。
【請求項７】
前記機械的スナップイン接続機構は、前記少なくとも１つの電極に電気的に連結するため
に少なくとも１つの電気接点を備える、請求項４に記載の再装着型無線デバイス。
【請求項８】
前記使い捨てデバイスは、生体に接着するための接着層を備える、請求項２に記載の再装
着型無線デバイス。
【請求項９】
前記再利用可能構成要素は、前記少なくとも１つの電極に電気的に連結するために少なく
とも１つの電気接点を備える、請求項１に記載の再装着型無線デバイス。
【請求項１０】
前記再利用可能構成要素は、前記少なくとも１つの電極を備える、請求項１に記載の再装
着型無線デバイス。
【請求項１１】
使い捨て構成要素をさらに備え、前記使い捨て構成要素は、
前記再利用可能構成要素を覆うように構成される非接着部分と、
生体に接着するように構成される接着部分と、
を備える、オーバーレイ層を備える、
請求項１０に記載の再装着型無線デバイス。
【請求項１２】
前記再利用可能構成要素は、前記少なくとも１つの電極を前記再利用可能構成要素に電気
的に連結するために、電気プラグセレプタクルを備える、請求項２に記載の再装着型無線
デバイス。
【請求項１３】
前記使い捨て構成要素は、
　第１の接着層と、
　前記第１の接着層の周囲で前記第１の接着層を部分的に覆う第２の接着層と、
　を備え、前記第１の接着層は、第１の接着剤を備え、前記第２の接着層は、第２の接着
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剤を備える、
請求項２に記載の再装着型デバイス。
【請求項１４】
　第１の接着層と、
　前記第１の接着層の周囲で前記第１の接着層を部分的に覆う第２の接着層と、
　を備え、前記第１の接着層は、第１の接着剤を備え、前記第２の接着層は、第２の接着
剤を備える、
　無線デバイス用の再装着型接着基部。
【請求項１５】
前記第１の接着層は、弱い皮膚接着剤であり、前記第２の接着層は、前記第１の接着剤よ
り耐久性がある接着剤である、請求項１４に記載の無線デバイス用の再装着型接着基部。
【請求項１６】
前記第１の接着剤は、親水コロイド系接着剤を含み、前記第２の接着剤は、アクリル系接
着剤を含む、請求項１５に記載の無線デバイス用の再装着型接着基部。
【請求項１７】
前記第２の接着剤は、シアノアクリレート系接着剤を含む、請求項１６に記載の無線デバ
イス用の再装着型接着基部。
【請求項１８】
前記第１の接着剤は、前記第２の接着剤によって覆われるより広い表面積を覆う、請求項
１５に記載の無線デバイス用の再装着型接着基部。
【請求項１９】
　通信チャネルアドレス識別を表す記号を第１の無線デバイスに提供するステップと、
　画像センサを備える携帯電話コンピュータデバイスを用いて、前記記号の画像を捕捉す
るステップと、
　前記記号によって表される前記通信チャネルアドレス識別を抽出するように、前記捕捉
された画像を処理するステップと、
　を含む、方法。
【請求項２０】
　個人識別番号通信チャネルアドレス識別を表す記号を前記第１の無線デバイスに提供す
るステップと、
　前記記号によって表される前記個人識別番号を抽出するように、前記捕捉された画像を
処理するステップと、を含む
　請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
前記個人識別番号を表す前記記号は、人間が読み取れる形態であり、処理するステップは
、前記携帯電話コンピュータデバイスのプロセッサによって、光学文字認識機械可読コー
ドを実行するステップと、前記個人識別番号を表すテキスト情報を抽出するステップとを
含む、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
前記個人識別番号を表す前記記号は、人間が読み取れる形態であり、処理するステップは
、前記携帯電話コンピュータデバイスのプロセッサによって、バーコード認識機械可読コ
ードを実行するステップと、前記個人識別番号を表すテキスト情報を抽出するステップと
を含む、請求項２０に記載の方法。
【請求項２３】
前記個人識別番号を表す前記記号は、人間が読み取れる形態であり、処理するステップは
、前記携帯電話コンピュータデバイスのプロセッサによって、クイックレスポンス（ＱＲ
）コード認識機械可読コードを実行するステップと、前記個人識別番号を表す情報を抽出
するステップとを含む、請求項２０に記載の方法。
【請求項２４】
安全な暗号化リンクを経由して、前記抽出された通信チャネルアドレス識別および前記記
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号によって表される前記抽出された個人識別番号を使用して、前記第１および第２の無線
通信デバイスを対合するステップを含む、請求項２０に記載の方法。
【請求項２５】
前記通信チャネルアドレス識別を表す前記記号は、人間が読み取れる形態であり、処理す
るステップは、前記携帯電話コンピュータデバイスのプロセッサによって、光学文字認識
機械可読コードを実行するステップと、前記通信チャネルアドレス識別を表すテキスト情
報を抽出するステップとを含む、請求項１９に記載の方法。
【請求項２６】
前記通信チャネルアドレス識別を表す前記記号は、人間が読み取れる形態であり、処理す
るステップは、前記携帯電話コンピュータデバイスのプロセッサによって、バーコード認
識機械可読コードを実行するステップと、前記通信チャネルアドレス識別を表すテキスト
情報を抽出するステップとを含む、請求項１９に記載の方法。
【請求項２７】
前記通信チャネルアドレス識別を表す前記記号は、人間が読み取れる形態であり、処理す
るステップは、前記携帯電話コンピュータデバイスのプロセッサによって、クイックレス
ポンス（ＱＲ）コード認識機械可読コードを実行するステップと、前記通信チャネルアド
レス識別を表すテキスト情報を抽出するステップとを含む、請求項１９に記載の方法。
【請求項２８】
前記記号によって表される前記抽出された通信チャネルアドレス識別を使用して、前記第
１および第２の無線通信デバイスを対合するステップを含む、請求項１９に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、２０１１年１２月２３日に出願された出願第１３／３３６，９５６号の一部継
続出願であり、この出願番号の出願は、２０１０年２月１２日に出願された出願第１２／
６７３，３２６号の分割出願であり、この出願番号の出願は、２００９年１２月１５日に
出願されたＰＣＴ／ＵＳ０９／６８１２８号の米国国内段階の利益を主張し、このＰＣＴ
出願は、２００８年１２月１５日に出願された仮出願第６１／１２２，７２３号の利益を
主張し、この仮出願は、２００９年３月１３日に出願された仮出願第６１／１６０，２８
９号の利益を主張し、この仮出願は、２００９年９月８日に出願された仮出願第６１／２
４０，５７１号の利益を主張し、この仮出願は、２００９年１０月１３日に出願された仮
出願第６１／２５１，０８８号の利益を主張し、これらの出願の開示は、本明細書中に参
考として援用される。
【０００２】
　（序論）
　本開示は、概して、再装着型無線デバイスに関する。より具体的には、本開示は、少な
くとも１つのパラメータを監視し、少なくとも１つの監視されたパラメータを通信ネット
ワークに無線で伝達するように構成される、再装着型無線デバイスに関する。通信ネット
ワークは、通信ネットワークまたは他の広域ネットワークを経由して、少なくとも１つの
監視されたパラメータをバックエンドサーバ等の遠隔デバイスに伝達する。少なくとも１
つの監視されたパラメータは、いくつかある生理学的および物理的パラメータの中でもと
りわけ、限定ではないが、皮膚インピーダンス、心電図信号、伝導伝送電流信号、装着者
の位置、温度、心拍数、呼吸数、湿度、高度／圧力、全地球測位システム（ＧＰＳ）、接
近度、細菌レベル、血糖値、化学マーカー、血中酸素濃度を含んでもよい。
【背景技術】
【０００３】
　現在の装着型無線デバイスアーキテクチャは、次いで、有線接続、旧来の電話サービス
（ＰＯＴＳ）、セルラーデータ等を介して、遠隔サーバ上に収集されたデータを渡す、Ｂ
ｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）低エネルギー（ＢＬＥ
）ＺｉｇＢｅｅ、ＡＮＴ、専用、および同等物等の低電力無線プロトコルを使用して、ハ
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ブ、基地局、電話に通信する。新しいモバイルチップセットは、個人無線装着型装置にセ
ルラーデータモデム／電話を組み込むことを可能にし、それによって、サービスの費用を
削減しながら、全体的なシステムデザインを簡略化する／有用性を向上させる。
【０００４】
　現在の装着型無線デバイスに関する付加的な問題は、電子機器部分を製造するための高
い費用、皮膚と接触する１つまたは複数の接着部分の長期装着と関連付けられるユーザの
不快感等を含む。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　（要旨）
　一側面では、再装着型無線デバイスが提供される。再装着型無線デバイスは、使い捨て
構成要素に固着されるように構成される、再利用可能構成要素を備える。再利用可能構成
要素は、生体に固着されるように構成される少なくとも１つの電極から信号を受信し、生
体と関連付けられる１つまたはそれを上回る生理学的および物理的パラメータを監視する
ように構成される、センサインターフェースと、セルラー無線通信回路とを備える。
【０００６】
　別の側面では、再装着型無線デバイス用の接着基部が提供される。再装着型接着基部は
、第１の接着層と、第１の接着層の周囲で第１の接着層を部分的に覆う第２の接着層とを
備える。第１の接着層は、第１の接着剤を備え、第２の接着層は、第２の接着剤を備える
。
【０００７】
　さらに別の側面では、２つの無線デバイスの間にリンクを確立する方法が提供される。
本方法によると、第１の無線デバイスは、通信チャネルアドレス識別を表す記号を提供さ
れる。画像センサを備える携帯電話コンピュータデバイスを用いて、記号の画像が捕捉さ
れる。捕捉された画像は、記号によって表される通信チャネルアドレス識別を抽出するよ
うに処理される。
【０００８】
　依然として、他の側面では、本開示による再装着型無線デバイスは、再利用可能構成要
素と、使い捨て構成要素とを備える。再利用可能構成要素は、モバイルチップセット、エ
ネルギー源、センサ、および同等物を備えてもよい。使い捨て構成要素は、人間であれ動
物であれ、使い捨て構成要素を生体の皮膚に接着させるための電極および／または接着剤
を備えてもよい。使い捨て構成要素は、少なくとも２つの形態の接着剤を備えてもよい。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、モバイルチップセットを伴う再装着型無線デバイスを備える、無線通信
システムの一側面を図示する。
【図２】図２は、再装着型無線デバイスの一側面のシステム図である。
【図３】図３は、図１および２に示される再装着型無線デバイスの再利用可能構成要素の
電子機器モジュールの集積回路構成要素の一側面のブロック機能図である。
【図４】図４は、事象マーカーシステムの一側面を示す。
【図５】図５は、接着基部と、電極（透視で示される）と、電気接点と、機械的スナップ
イン接続機構とを備える、使い捨て構成要素の一側面を図示する。
【図６】図６は、図５に示される使い捨て構成要素の機械的スナップイン接続機構と噛合
するように構成される筐体内に位置する電子機器モジュールを備える、再利用可能構成要
素の一側面の斜視上面図である。
【図７】図７は、再利用可能構成要素の一側面の斜視底面図である。
【図８】図８は、再利用可能構成要素の一側面を図示する。
【図９】図９は、接着オーバーレイの一側面を図示する。
【図１０】図１０は、再利用可能構成要素と、使い捨て構成要素とを備える、再装着型無
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線デバイスの一側面を図示する。
【図１１】図１１は、対象に固着される接着基部の一側面を図示する。
【図１２】図１２ＡおよびＢは、再利用可能構成要素の底部分上に位置する、入出力（Ｉ
／Ｏ）アドレスおよび個人識別番号（ＰＩＮ）の画像を捕捉するプロセスの一側面を図示
する。
【図１３】図１３は、一側面による、外部信号受信機の３次元図である。
【図１４】図１４は、一側面による、図１０に示される信号受信機の分解図を提供する。
【図１５】図１５は、一側面による、図１３および１４に示される信号受信機の接着パッ
チ構成要素の分解図を提供する。
【図１６】図１６Ａ－１６Ｅは、一側面による、２電極外部信号受信機の種々の図を提供
する。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　（説明）
　無線装着型装置、システム、および方法の種々の実施形態を詳細に説明する前に、本明
細書に開示される種々の実施形態は、その用途または使用において、付随の図面および説
明に図示される部品の構造および配列の使用に限定されないことに留意されたい。むしろ
、開示される実施形態は、他の実施形態、その変形例、および修正例に位置付けられる、
または組み込まれてもよく、種々の方法で実践または実施されてもよい。故に、本明細書
に開示される無線装着型装置、システム、および方法の実施形態は、性質上、例証的であ
って、その範囲または用途を限定することを意味するものではない。さらに、別様に示さ
れない限り、本明細書で採用される用語および表現は、読者の便宜上、実施形態を説明す
る目的のために選定されたものであって、その範囲を限定するものではない。加えて、開
示される実施形態、その実施形態の表現、および／または実施例のうちの任意の１つまた
はそれを上回るものは、限定ではないが、他の開示される実施形態、その実施形態の表現
、および／または実施例のうちの任意の１つまたはそれを上回るものと組み合わせられる
ことができることを理解されたい。
【００１１】
　以下の説明では、同様の参照文字は、いくつかの図全体を通して、類似または対応する
部品を指定する。また、以下の説明では、正面、背面、内側、外側、上部、底部、および
同等物等の用語は、便宜上の用語であって、限定語として解釈されるべきではないことを
理解されたい。本明細書で使用される専門用語は、本明細書に説明されるデバイスまたは
その一部が、他の配向において取り付けられる、または利用され得る限り、限定を意味す
るものではない。種々の実施形態が、図面を参照してより詳細に説明される。
【００１２】
　本開示は、概して、再装着型無線デバイスの装着者と関連付けられる少なくとも１つの
生理学的および／または物理的パラメータを監視するため、かつ監視されたパラメータを
通信デバイスに伝達するための無線装着型装置、システム、および方法の種々の側面を対
象とする。通信デバイスは、ネットワークを経由して、監視されたパラメータを遠隔で伝
達するように構成される。
【００１３】
　本開示の全体を通して使用されるような「薬剤」または「剤形」という用語は、例えば
、錠剤、カプセル、ジェルカプセル、プラセボ、オーバーカプセル化担体または媒体、ハ
ーブ、店頭販売されている（ＯＴＣ）物質、栄養補助食品、処方箋薬、摂取可能な事象マ
ーカー（ＩＥＭ）、および同等物等の種々の形態の摂取可能、吸入可能、注射可能、吸収
可能、または別様に消費可能な薬剤および／またはそれらのための担体を含むことが理解
されるであろう。
【００１４】
　図１は、モバイルチップセットを備える再装着型無線デバイス１０２、例えば、単一ま
たは多重チップセルラー無線モデムを備える無線デバイス１００の一側面を図示する。一
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側面では、再装着型無線デバイス１０２は、人または他の生物学的生命体等の生体１０４
に取り外し可能に取付可能である。一側面では、再装着型無線デバイス１０２は、少なく
とも１つのパラメータを監視するように構成される。少なくとも１つの監視されたパラメ
ータは、例えば、対象と関連付けられた生理学的および／または物理的パラメータを含ん
でもよい。例えば、再装着型無線デバイス１０２は、他の生理学的および物理的パラメー
タの中でもとりわけ、限定ではないが、皮膚インピーダンス、心電図信号、伝導伝送電流
信号、装着者の位置、温度、心拍数、呼吸数、湿度、高度／圧力、全地球測位システム（
ＧＰＳ）、接近度、細菌レベル、血糖値、化学マーカー、血中酸素濃度を監視するように
構成されてもよい。
【００１５】
　一側面では、携帯電話は、通信ネットワークを経由して、少なくとも１つの監視された
パラメータを、通信ネットワークを経由したバックエンドまたは遠隔サーバまたは遠隔ノ
ード１０６に無線で伝達するように構成される。一側面では、通信ネットワークは、セル
ラーネットワークまたはセルラー通信ネットワーク１０８である。モバイルチップセット
は、広い地理的地域を動き回りながら、再装着型無線デバイス１０２がデータを作製し、
無線リンクを経由して受信することを可能にする。これは、携帯電話オペレータによって
提供されるセルラー通信ネットワーク１０８に接続し、公衆電話ネットワークへのアクセ
スを可能にすることによってそうする。通信ネットワークは、バックエンドサーバ１０６
にアクセスするように、他のネットワーク１１０またはインターネット１１２と通信する
。再装着型無線デバイス１０２によって伝送されるデータの量は、例えば、１日に約１０
キロバイトから１日に約１００～１５０キロバイトであってもよい。
【００１６】
　一側面では、再装着型無線デバイス１０２が起動されたとき、モバイルチップセットを
使用して、監視されたパラメータと関連付けられる情報の無線伝送を開始する。監視され
たパラメータと関連付けられる情報は、例えば、未加工測定データ、処理されたデータ、
および／またはそれらの任意の組み合わせを含んでもよい。情報はまた、いくつかの情報
の中でもとりわけ、識別番号、患者識別情報（例えば、名前、住所、電話番号、Ｅメール
、ソーシャルネットワークウェブアドレス）、投薬単位識別、摂取可能な事象マーカーシ
ステム識別、投与形態包装が開封された時間および日付スタンプ、摂取可能な事象マーカ
ーシステムが患者によって摂取されて起動された時間および日付スタンプを含んでもよい
。
【００１７】
　再装着型無線デバイス１０２が起動されたとき、再装着型無線デバイス１０２は、携帯
電話の中継塔１１４および基地局（ＢＳ）１１６と通信し、セルラー通信ネットワーク１
０８を介してインターネット１１２にアクセスすることができる。したがって、対象１０
４から再装着型無線デバイス１０２によって受信される情報は、インターネット１１２ま
たは他のネットワーク１１０を介して、遠隔ノード１０６に伝達することができる。遠隔
ノード１０６における処理システム１２０は、情報を受信し、データベース１１８による
処理のためにそれを記憶する。
【００１８】
　依然として図１を参照すると、遠隔ノード１０６は、データベース１１８に通信可能に
連結された処理システム１２０を備える。身元ならびに薬剤のタイプおよび用量を含む、
全ての対象１０４、例えば、患者と関連付けられる情報は、データベース１１８に記憶さ
れてもよい。処理システム１２０は、再装着型無線デバイス１０２から情報を受信し、再
装着型無線デバイス１０２を通して情報を介護提供者に提供するように、遠隔ノード１０
６と関連付けられるデータベース１１８の中の情報にアクセスする。遠隔ノード１０６は
、識別のための患者の写真、介護提供者に利用可能な薬剤のタイプ、ならびに介護提供者
が選択して患者に送達する薬剤のタイプおよび用量の確認を含む、情報を伝達することが
できる。再装着型無線デバイス１０２は、所定の時間遅延に基づいて周期的に、無線、Ｇ
２、Ｇ３、Ｇ４等の現場で利用可能である任意の通信モードおよび頻度を使用して、リア
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ルタイムで遠隔ノード１０６と通信するとともに、記憶して後に転送することができる。
【００１９】
　再装着型無線デバイス１０２と遠隔ノード１０６との間の通信の媒介物は、１つまたは
それを上回るネットワークを含む。種々の側面では、ネットワークは、限定ではないが、
インターネット、有線チャネル、無線チャネル、電話、コンピュータ、電線、無線、光学
または他の電磁チャネル、ならびにデータを伝達することが可能である／データを伝達す
ることと関連付けられる他のデバイスおよび／または構成要素を含む、それらの組み合わ
せを含む、通信デバイスを含む、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）ならびに広域ネ
ットワーク（ＷＡＮ）を備える。例えば、通信環境は、体内通信、種々のデバイス、無線
通信、有線通信、および同通信の組み合わせ等の種々の通信モードを含む。
【００２０】
　遠隔ノード１０６における処理システム１２０は、例えば、対象指向許可を提供するよ
うに、所望に応じて構成されるサーバを備えてもよい。例えば、サーバは、家族介護がサ
ーバによって生成される警告および動向を監視し、支援を患者に提供することを可能にす
る、インターフェース（ウェブインターフェース等）を介して、家族介護者が対象の治療
計画に参加することを可能にするように構成されてもよい。サーバはまた、例えば、通信
デバイスを介して患者に中継される、対象警告、対象動機の形態で、応答を患者に直接提
供するように構成されてもよい。サーバはまた、対象の健康およびコンプライアンスの尺
度、例えば、健康指数要約、警告、患者間ベンチマーク等を取得し、情報に基づく臨床通
信および支援を患者に提供するために、データ処理アルゴリズムを使用することができる
、医療専門家、例えば、ＲＮ、医師と相互作用してもよい。サーバは、薬局、栄養センタ
ー、および製薬業者と相互作用してもよい。
【００２１】
　一側面では、遠隔ノード１０６は、剤形が対象１０４によって服用された時間および日
付をデータベース１１８に記憶してもよい。加えて、事象マーカーシステムが投薬単位で
提供されたとき、事象マーカーシステムが患者によって摂取されたときの時間および日付
スタンプもまた、データベース１１８に記憶されてもよい。加えて、例えば、単一または
複数用量包装、包装のタイプ（単一、複数、朝、昼、夜、毎日、毎週、毎月の投薬事象等
）、個別患者識別、事前包装の日付、供給源、および包装の内容物を識別する、例えば、
シリアル番号等の識別番号が、データベース１１８に記憶されてもよい。いくつかの側面
では、薬剤または剤形のうちの１つまたは全ての使用期限または保存可能期間もまた、デ
ータベース１１８に記憶されてもよい。
【００２２】
　再装着型無線デバイス１０２の中のモバイルチップセットは、携帯電話の中継塔１１４
を介して、再装着型無線デバイス１０２とセルラー通信ネットワーク１０８との間の双方
向データ通信を提供する。一側面では、対象１０４が事象インジケータシステムを備える
剤形を摂取したとき、事象インジケータシステムは、事象インジケータシステムから一意
的なシグネチャを受信し、セルラー通信ネットワーク１０８と通信するための種々の電子
モジュールを含む、再装着型無線デバイス１０２と通信する。種々の側面では、再装着型
無線デバイス１０２は、アクセスポイントならびに他のモバイルデバイスと通信するよう
に構成され得ることが理解されるであろう。したがって、再装着型無線デバイス１０２は
、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）またはセルラー通信ネットワーク１１４を通し
て、インターネット１１２を介して遠隔ノード１０６と効果的に通信することができる。
【００２３】
　他の側面では、再装着型無線デバイス１０２は、種々のトリガに基づいて、セルラー通
信ネットワーク１０８へのデータ伝送を開始するようにトリガすることができる。これら
のトリガは、限定ではないが、とりわけ、タイマ、リアルタイムクロック、事象、事象マ
ーカーシステムの摂取の検出、事象マーカーシステムから受信される特定のコードの検出
、特定の監視されたパラメータまたはそのような監視されたパラメータの値の受信、セル
ラー通信ネットワーク１０８からのトリガデータの受信を含む。
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【００２４】
　図２は、再装着型無線デバイス１０２の一側面のシステム図である。一側面では、再装
着型無線デバイス１００は、使い捨て構成要素２０２と、再利用可能構成要素２０４とを
備える、２部品デバイスである。再利用可能構成要素２０４は、電子機器モジュールを備
える。再利用可能構成要素２０４の電子機器モジュールは、モバイルチップセットＲＦ無
線回路または単純にセルラー無線等の無線通信回路２０６を備える。再利用可能構成要素
２０４の電子機器モジュールは、再装着型無線デバイス１０２の種々の側面を実装するた
めにハードウェアアーキテクチャおよびソフトウェアフレームワークを含む、ＡＳＩＣベ
ースのセンサプラットフォーム２０８を備える。一側面では、ＡＳＩＣベースのセンサプ
ラットフォーム２０８は、プリント回路基板アセンブリ（ＰＣＢＡ）上に配置され、それ
とインターフェースがとられてもよい。無線通信回路２０６は、低電力モバイルチップセ
ットであってもよく、セルラーネットワーク１０８ならびに他の無線デバイス（とりわけ
、携帯電話、スマートフォン、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、ゲ
ートウェイデバイス）に接続するように構成される。使い捨て構成要素２０２は、ＰＣＢ
Ａおよび第１の電子モジュール２０４とインターフェースをとる。一側面では、電子モジ
ュール２０４および使い捨て構成要素２０２はそれぞれ、ＰＣＢＡ上または外に常駐する
、付加的モジュールを備えてもよく、あるいは別の側面では、ＰＣＢＡ上に配置されても
よい。
【００２５】
　一側面では、再利用可能電子モジュール２０４は、センサプラットフォームを提供し、
異なるセンサとインターフェースをとるように設計される回路を備え、以下の構成要素の
種々の組み合わせを備える。種々の側面では、再利用可能電子モジュール２０４ＡＳＩＣ
ベースのセンサプラットフォームは、複数の機能、すなわち、摂取可能な事象マーカーの
検出のためのソフトウェア定義無線、ＥＣＧの感知およびデコード、ＡＣ皮膚インピーダ
ンス測定、温度測定、ＤＣ皮膚インピーダンス（例えば、ＧＳＲ）測定、ならびに他の生
物学的／医療データセンサを伴う、「ＡＳＩＣベースのセンサプラットフォーム」２０８
を備える、単一低電力ＡＳＩＣ／チップ内に、アナログフロントエンド、ベクトル／デジ
タル信号処理、マイクロプロセッサ、およびメモリの組み合わせを提供する。
【００２６】
　一側面では、再利用可能電子モジュール２０４は、本明細書に後述される他の構成要素
の中でもとりわけ、ＡＳＩＣセンサプラットフォーム２０８と、コントローラまたはプロ
セッサ２１０、例えば、マイクロコントローラユニット（ＭＣＵ）と、無線周波数（ＲＦ
）無線通信回路２０６とを備える。
【００２７】
　一側面では、再利用可能電子モジュール２０４のＡＳＩＣ部分２０８は、他の構成要素
の中でもとりわけ、例えば、リアルタイムアプリケーションのためのＡＲＭ　Ｃｏｒｔｅ
ｘＴＭ　Ｍ３プロセッサ等のコアプロセッサ２１０、例えば、Ｖｅｃｔｏｒ　Ｍａｔｈア
クセラレータ、プログラムメモリ等の信号処理アクセラレータ、データメモリ、例えば、
ＳＰＩ等のシリアルインターフェース、汎用非同期受信機送信機（ＵＡＲＴ）、二線マル
チマスタシリアル単一端バスインターフェース（Ｉ２Ｃ）、汎用入力／出力（ＧＰＩＯ）
、リアルタイムクロック、アナログ／デジタル変換器（ＡＤＣ）、生体電位信号のための
利得および調整回路、発光ダイオード（ＬＥＤ）ドライバを備えてもよい。再利用可能電
子モジュール２０４はまた、外部メモリへの接続ポートと、外部センサへの接続ポートと
、ハードウェアアクセラレータとを備える。プロセッサ２１０は、アナログセンサのため
のアナログフロントエンドを動作させることによって、およびＡＤＣデジタイザを伴うセ
ンサからデジタルデータを受信することによって、センサのそれぞれから信号を受信する
。プロセッサ２１０は、次いで、データを処理し、結果をデータ記録の形態としてメモリ
２１２内に記憶する。一側面では、プロセッサ２１０は、超長命令語（ＶＬＩＷ）プロセ
ッサアーキテクチャを有してもよい。
【００２８】
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　一側面では、再利用可能電子モジュール２０４はまた、ユニバーサルシリアルバス２３
４（ＵＳＢ）と、加速度計２２２と、メモリ２１２と、１つまたはそれを上回るＬＥＤ２
３６と、試験インターフェース２３８（Ｉ／Ｆ）と、３２ＫＨｚクリスタル２２６と、外
部デバイスとの通信接続を開始するために使用され得るユーザボタン２４０と、センサイ
ンターフェース２１６、２１８と、バッテリ２１４（例えば、コイン電池、一次バッテリ
電池）とを備える。一側面では、バッテリ２１４は、一次バッテリ電池ではなく、再充電
可能電池であってもよい。他の側面では、再利用可能電子モジュール２０４は、ジャイロ
スコープと、ＥＣＧ、温度、および加速度計信号を処理するための回路とを備えてもよい
。他の側面では、再利用可能電子モジュール２０４はまた、酸化ヘモグロビンと酸素を輸
送することが可能なヘモグロビンの比率を計算することによって、動脈血液の機能的酸素
飽和度を監視する、生体成分およびＳｐＯ２パルスオキシメトリ回路を備えてもよい。Ｓ
ｐＯ２パルスオキシメトリ回路は、ＳｐＯ２の継続的な非侵襲的測定を提供するように構
成されてもよく、一側面では、プレチスモグラフ波形を表示することができる。心拍数値
は、パルスオキシメトリ信号から導出されてもよい。
【００２９】
　一側面では、再利用可能電子モジュール２０４は、ＲＦ無線通信回路２０６を備える。
ＲＦ無線通信回路２０６は、以下により詳細に説明されるように、無線信号を送受信する
ためのアンテナと、送信機回路と、受信機回路と、別の外部の無線デバイスに接続（それ
とリンクを確立）し、データを転送するための機構を含む、リンクマスタコントローラと
を備える。一側面では、リンクマスタコントローラは、外部デバイスと接続を確立する。
リンクのマスタとして、リンクマスタコントローラは、タイミング制御および高周波制御
（チャネルホッピング）を含む、外部デバイスへのリンクを経由したデータ伝送の制御を
行う。リンクマスタコントローラは、メモリ内に記憶されたデータ記録の数（全データ記
録の総数および各データタイプの記録の総数）を与える命令とともに、信号を外部デバイ
スに送信する。種々の側面では、ＲＦ無線通信回路２０６は、限定ではないが、とりわけ
、ＮｖｉｄｉａによるＴｅｇｒａ、ＱｕａｌｃｏｍｍによるＳｎａｐｄｒａｇｏｎ、Ｔｅ
ｘａｓ　ＩｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓによるＯＭＡＰ、ＳａｍｓｕｎｇによるＥｘｙｎｏｓ、
ＡｐｐｌｅによるＡｘ、ＳＴ－ＥｒｉｃｓｓｏｎによるＮｏｖａＴｈｏｒ、Ｉｎｔｅｌに
よるＡｔｏｍ、Ｆｒｅｅｓｃａｌｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒによるｉ．ＭＸ、Ｒｏ
ｃｋｃｈｉｐによる　ＲＫ３ｘｘｘ、ＡｌｌＷｉｎｎｅｒによるＡ３１を含む、種々のベ
ンダから入手可能なモバイルチップセットを使用して実装されてもよい。そのようなモバ
イルチップセットは、とりわけ、当技術分野では「モバイル」、「無線」、「セル方式携
帯電話」、「携帯電話」、「ハンドフォン（ＨＰ）」、「スマートフォン」として別様に
知られている、移動式電話によって採用される。
【００３０】
　各接続後、プロセッサ２１０は、継続して全センサ信号を受信し、データを処理し、新
しいデータ記録をメモリ２１２内に記憶する。各後続接続に応じて、リンクマスタコント
ローラは、最後の接続以降の新しいデータ記録とともに、信号を外部デバイスに送信し、
記録が正常に伝送されたことを確認する。リンクマスタコントローラは、外部デバイスが
データ記録を受信する準備ができているかどうかを確立する信号を外部デバイスから受信
し、また、どのデータ記録が正常に転送されなかったかを確立する信号を外部デバイスか
ら受信する。リンクマスタコントローラは、すでに伝送されたデータ記録の伝送の繰り返
しを回避し、より長い動作の間、バッテリ２１４の電力使用を改善し、正常に転送されな
かった全データ記録を再送信する。リンクマスタコントローラは、後に（例えば、メモリ
２１２が満杯になったときに）全てまたはいくつかの正常に転送されたデータ記録をメモ
リから除去してもよい。
【００３１】
　一側面では、再利用可能電子モジュール２０４は、電極２２０ａ、２２０ｂ（Ｅ１、Ｅ
２）と１つまたはそれを上回る帯域通過フィルタあるいはチャネルとの間にセンサインタ
ーフェース２１６、２１８を備える。センサインターフェース２１６、２１８は、アナロ
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グフロントエンドを提供し、プログラマブル利得または固定利得増幅器、プログラマブル
低域通過フィルタ、プログラマブル高域通過フィルタを含んでもよい。センサインターフ
ェース２１６、２１８は、例えば、歪みゲージ測定回路を含む、アクティブ信号調整回路
を備えてもよい。あるチャネルは、対象（例えば、ユーザ）の生理学的データと関連付け
られた低周波数情報を受信し、他のチャネルは、対象内の電子デバイスと関連付けられた
高周波数情報を受信する。ある代替側面では、付加的チャネルが、対象のＤＣデータを受
信するために提供される。高周波数情報は、ＡＳＩＣ部分２０８内に実装されたデジタル
信号プロセッサ（ＤＳＰ）に、次いで、解凍およびデコードのために再装着型無線デバイ
ス１０２のプロセッサ２１０（例えば、制御プロセッサ）部分にパスされる。低周波数情
報は、ＡＳＩＣ部分２０８のＤＳＰ部分、次いで、プロセッサ２１０にパスされるか、ま
たは直接プロセッサ２１０にパスされるかのいずれかである。ＤＣ情報は、直接、プロセ
ッサ２１０にパスされる。ＡＳＩＣ部分２０８のＤＳＰ部分およびプロセッサ２１０は、
高周波数、低周波数、およびＤＣ情報またはデータをデコードする。本情報は、次いで、
処理され、伝送のために準備される。
【００３２】
　一側面では、信号処理は、収集された未加工データに適用されてもよく、またはそうで
はなくてもよい。信号処理は、実空間、複素数空間、または極座標空間内で生じてもよい
。機能は、フィルタ、例えば、有限インパルス応答（ＦＩＲ）および無限インパルス応答
（ＩＩＲ）、ミキサ、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）、コーディック、およびその他を含む
。未加工データは、単に、下流に記憶され、処理されてもよい。信号処理は、プロセッサ
（例えば、ＡＲＭ　ＣｏｒｔｅｘＴＭ　Ｍ３）内で生じてもよく、またはＡＳＩＣ部分２
０８内に組み込まれる、信号処理アクセラレータ内で生じてもよい。
【００３３】
　一側面では、再利用可能電子モジュール２０４は、加速度計２２２と、１つまたはそれ
を上回る温度センサ２２４とを備える。一側面では、同じであるが、異なる場所に設置さ
れる、２つの温度センサが、提供される（１つは、皮膚に近接して、もう１つは、付加的
データを測定するために周囲に近接して）。温度センサ２２４は、皮膚、周囲、および回
路基板温度を測定および記録するように構成されてもよい。温度センサ２２４は、皮膚と
周囲温度センサとの間の熱流を測定するために使用されてもよい。一側面では、１つまた
は複数の温度センサ２２４は、負の温度係数（ＮＴＣ）または正の温度係数（ＰＴＣ）を
伴う、サーミスタデバイスであって、別の側面では、温度センサ２２４またはセンサは、
統合された半導体デバイスを使用する。本情報は、プロセッサ２１０に提供され、プロセ
ッサ２１０によって処理され、ＲＦ無線通信回路２０６の送信機部分による伝送のために
準備されることができる。測定された生理学的情報は、プロセッサ２１０によって処理さ
れ、リアルタイムまたは未加工データとして伝送されてもよく、あるいは導出された量ま
たはパラメータが、伝送されてもよい。
【００３４】
　一側面では、加速度計２２２は、リサンプリング周波数補正プロセッサを伴う、３軸加
速度計であってもよい。デジタル加速度計２２２センサは、通常、ＭＥＭＳベースの加速
センサ要素と、デジタイザと、デジタルインターフェース制御論理とを含む。典型的には
、これらの加速度計は、低正確度を伴うレジスタ－キャパシタ（ＲＣ）発振器を使用し、
デジタイザサンプリング入力をストローブさせる。そのような加速度計２２２からの信号
を信号処理アルゴリズム内で採用するために、ＲＣ発振器の正確度は、十分ではない。故
に、一側面では、再利用可能電子モジュール２０４は、加速度計２２２からの信号を取り
上げ、再サンプリングを行い、ＲＣ発振器エラーを補償する、加速度計サンプリング周波
数補正プロセッサを備える。
【００３５】
　一側面では、加速度計２２２サンプリング周波数補正プロセッサは、参照クロック（高
正確度発振器）と、固定アップサンプルブロックと、デジタルフィルタと、プログラマブ
ルダウンサンプルブロックと、加速度計および参照クロックからの信号のタイミングの比
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較に基づいて、ダウンサンプル係数を選択する、制御回路とを備える。リサンプリング機
能は、スライディングウィンドウ内において参照クロックと整合を保ち、精密なサンプリ
ングレートを生成する。アルゴリズムは、リアルタイム３２ｋＨｚクロック（Ｘ－Ｔａｌ
）２２６を較正する。加速度計２２２サンプリング周波数補正プロセッサは、加速度計信
号からのデータのフレーム毎にダウンサンプリング係数を設定する。本アプローチは、加
速度計信号のタイミングを継続的に追跡し、累積タイミングエラーを最小限にするための
ダウンサンプリング係数を選択することをもたらす。これは、継続的加速度計２２２デジ
タルデータが、高精度で正確なクロックに整合することを可能にする。
【００３６】
　一側面では、再利用可能電子モジュール２０４は、低電力低メモリデータ記憶および転
送方式を採用する。一側面では、再装着型無線デバイス１０２のメモリ２１２の中のデー
タの記憶および転送は、低電力および低メモリ使用のために最適化される。センサデータ
は、それぞれ、タイプ識別子を伴う記録として、メモリ２１２内に記憶される。記録は、
無線装着型センサ１００上に記憶されたものと同一の形式で、ＲＦ無線通信回路２０６に
よってパケットペイロードとして外部デバイスに転送される。記録は、空間使用を最適化
するための可変長を伴って、連続的に記憶される。メモリ２１２からの高速記録読取アク
セスを可能にする、データディレクトリが含まれる。タイプ別にデータ記録の高速カウン
ティングを可能にする、データディレクトリが含まれる。
【００３７】
　一側面では、再利用可能電子モジュール２０４は、高信頼保全性データ記憶および転送
方式を採用する。再装着型無線デバイス１０２メモリ記憶および転送方式は、高信頼デー
タ保全性のために設計される。再装着型無線デバイス１０２のメモリ２１２に記憶された
各データ記録について、データ記録破損を検出するために使用することができる、エラー
検出コードが存在する。外部デバイスへのデータパケット転送に先立って、再装着型無線
デバイス１０２がメモリ２１２からデータを読み取るとき、エラー検出コードがチェック
される。再装着型無線デバイス１０２が記憶されたデータ記録の破損を検出したとき、エ
ラー信号がＲＦ無線通信回路２０６によって外部デバイスに送信される。再装着型無線デ
バイス１０２から外部デバイスに転送される各パケットは、パケット破損を検出するため
に外部デバイスによって使用することができる、エラー検出コードを含有する。
【００３８】
　一側面では、ＡＳＩＣ部分２０８の信号処理アクセラレータ部分は、高効率信号処理タ
スクを実装するために最適化されたコンピューティングエンジンを含む。一実装では、信
号処理機能は、論理内にハードコーディングされる。そのような実装は、プロセッサ２１
０またはマイクロコントローラユニット上で稼働するソフトウェア内に実装されたソフト
ウェアベースのアルゴリズムと比較して、１０倍またはそれを上回って効率的であり得る
。効率は、チップサイズ、電力消費、またはクロックスピード、あるいは全３つのいくつ
かの組み合わせであってもよい。別の実装は、あるレベルのプログラマビリティを維持す
るが、計算のために最適化された実行ユニットを利用する。一実施例は、ＦＦＴバタフラ
イエンジンである。このエンジンは、種々のサイズデータセットのためのＦＦＴ計算を可
能にするが、プロセッサ２１０上で稼働するソフトウェアに優る有意な効率改良を維持し
得る。実行ユニットはまた、一般的ＤＳＰ機能ブロックである、乗算累算ユニット（ＭＡ
Ｃ）であってもよく、あるいは浮動小数点計算ユニットまたは基本ＦＩＲフィルタ等であ
り得る。これらの場合、所与の集積回路プロセスのための効率は、プロセッサ２１０上の
ソフトウェアのものを上回るが、専用ハードウェアのもの未満であるが、しかしながら、
それらは、はるかに柔軟である。
【００３９】
　信号処理アクセラレータは、プロセッサ２１０間にインターフェースを維持する。本イ
ンターフェースは、先入れ先出し（ＦＩＦＯ）レジスタ、二重ポートメモリ、プロセッサ
２１０の直接メモリアクセス（ＤＭＡ）エンジン、および／またはレジスタを含んでもよ
い。インターフェースは、典型的には、レジスタレベルまたはメモリブロックレベルで取
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り扱われ得る、ある形態の競合認識または回避を含む。伴われる機構は、プロセッサ２１
０および信号処理アクセラレータによってポーリングされることができる、レジスタフラ
グセット、より高い優先順位のデバイスがそのアクティビティを完了するまで、読取また
は書込要求を保持するブロックまたは遅延機能のいずれかを信号伝達するための割り込み
を含んでもよい。
【００４０】
　一側面では、使い捨て構成要素２０２は、監視されるアイテム（人、動物、機械、建物
等）へのインターフェースのために取り付けられた１つまたはそれを上回るセンサを伴う
ＰＣＢＡ上の再利用可能電子モジュール２０４に連結される。一側面では、使い捨て構成
要素２０２は、フレックス回路２２８と、バッテリホルダまたは筐体（カバー）と、限定
ではないが、とりわけ、周囲温度および体温（温度）２３０（生体またはそれ以外）、Ｅ
ＣＧ、ＧＳＲ／皮膚電位活性（ＥＤＡ）２３２、生体成分（５０Ｈｚ）、ＳｐＯ２／パル
スオキシメトリ、歪みゲージを含む、１つまたはそれを上回るセンサとを備えてもよい。
ＡＳＩＣ部分２０８またはプロセッサ２１０によって実行される種々のアルゴリズムは、
とりわけ、熱流、ＨＲ、ＨＲＶ、呼吸、ストレス、ＥＣＧ、歩調、身体角度、転倒検出を
提供する。
【００４１】
　一側面では、フレックス回路２２８は、ＰＣＢＡ上の電気回路と電気的にインターフェ
ースをとる、インターフェース構成要素を備える。フレックス回路２２８は、コンフィギ
ュアビリティのためのプラットフォームを提供し、複数のセンサ構成が、単一物理的ＰＣ
ＢＡと、かつ再利用可能電子モジュール２０４と電気的にインターフェースをとることを
可能にする。一側面では、ＧＳＲ／ＥＤＡセンサ２３２のステンレス鋼製ドーム状電極２
２０ａ、２２０ｂは、フレックス回路２２８を介して、ＰＣＢＡに電気的に連結される。
【００４２】
　再装着型無線デバイス１０２は、種々のセンサからデータを収集し、信号処理アルゴリ
ズムを収集されたデータに適用し、結果として生じる情報をメモリ内に記憶し、無線また
は有線接続のいずれかを使用して、データ／情報を別のデバイスに自動転送する。ユーザ
インターフェースは、１つまたは２つのＬＥＤ２１４および押しボタン２３４から成る。
【００４３】
　電力は、一次バッテリ２１４から提供されるが、二次バッテリから供給することもでき
る。再利用可能構成要素２０４の電子機器モジュールのバッテリ２１４部分は、好ましい
タイプである再充電可能Ｌｉ＋またはＬｉＰＯ（リチウムポリマーまたはリチウム角柱電
池）を用いてセル方式無線を支援するために十分であるピーク電流を供給するように選択
されてもよいが、他の一次および二次バッテリタイプが考慮される。いくつかの側面では
、使い捨て構成要素は、一次電池が使用される場合にバッテリを含んでもよい。いくつか
の側面では、再利用可能構成要素は、二次電池が使用されることを仮定して、電子機器お
よびバッテリ２１４を含有してもよい。再装着型無線デバイス１０２は、再利用可能モジ
ュールを再充電するように再充電器を含んでもよい。対象１０４は、再利用可能構成要素
が再充電されている間に使用の継続性を確保するように、複数の再利用可能構成要素を供
給されてもよい。デバイスサイズは、短期実装のために２５ｃｃ範囲内であってもよく、
半導体デバイスおよびバッテリ技術が向上するにつれて再装着型無線デバイス１０２の形
状因子が縮小する。バッテリサイズは、典型的には、容量ではなく、モバイルチップセッ
トのピーク電流引き込みによって制限されてもよい。ほとんどの使用の場合において、モ
バイルチップセットの電流引き込みは、チップを無効にし／電源を切り、周期的に（１日
に数回）チップに電力供給してデータを伝送することによって、制限されるであろう。
【００４４】
　再装着型無線デバイス１０２にセル方式無線を入れることの課題のうちの１つは、電源
、すなわち、バッテリ２１４である。約７００～約８００ミリアンペアのピーク電流を引
き込むであろう、セル方式無線セルラー無線通信デバイス２０６は、バッテリ２１４を用
いて達成する課題であり得る。電源としてのリチウムポリマーまたはリチウム角柱電池等
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の再充電可能バッテリ２１４は、ピーク負荷の下で十分な電流を供給することができる。
別の主要な特徴は、典型的には携帯電話のバッテリが２、３日または数日しか持続しない
場合に、再装着型無線デバイス１０２を１週間または２週間持続させることである。再装
着型無線デバイス１０２のバッテリ寿命を約１週間から約３週間に延長するために、イン
ターネット１１２（図１）への接続は、１日数回に制限されてもよい。再装着型無線デバ
イス１０２は、データをメモリ２１２に記憶し、データを内蔵バッファ格納することがで
きる。したがって、１日数回、または１日最大１０回さえもインターネット１１２に接続
することが可能であろう。インターネットへの接続間に、再装着型無線デバイス１０２は
、無線通信デバイス２０６をオフにすることができる。一側面では、再装着型無線デバイ
ス１０２は、アイドル状態である間に数百マイクロアンペアまたはミリアンペアの電流の
代わりに数マイクロアンペアの電流しか消費しない、ディープスリープ状態またはスリー
プ状態にすることができる。
【００４５】
　１００～２００ミリアンペアの基準電流引き込みから８００ミリアンペアのピークを円
滑にするために、コンデンサがバッテリ２１４にわたって採用されてもよい。十分に大型
のコンデンサが、バッテリ２１４によってピーク負荷と見なされるものを効果的に低減さ
せることができる。コンデンサは、例えば、超コンデンサであってもよい。この技法を使
用して、例えば、３００ミリアンペア時バッテリが、８００ミリアンペアを供給するため
に十分であり得る。
【００４６】
　再装着型無線デバイス１０２は、タイミング基準または事象基準のいずれかで、スリー
プ状態から脱することができる。一側面では、再装着型無線デバイス１０２は、連続的に
作動する、各自の低電力マイクロコントローラを有する。事象マーカー検出アルゴリズム
、ＥＣＧ感知、心拍数感知、および他の生理学的感知機能は、連続的に作動し、タイマが
終了したときに、セルラーネットワーク１０８（図１）およびインターネット１１２（図
１）に接続するように無線通信回路２０６を起動する。別の側面では、無線通信回路２０
６は、例えば、加速度計２２２によって判定される活動データ等の事象に基づいて、スリ
ープ状態から脱することができる。不整脈の検出等の事象または活動は、即時ダウンロー
ドを必要とするであろう。事象は、対象１０４（図１）がユーザボタン２３４を押すこと
を含んでもよい。ある状況では、事象は、活動の欠如であってもよい。またはそれは、対
象１０４が転倒したこと、あるいはデータが加速度計２２２を介して異常な歩行を示すこ
とであってもよい。一側面では、再装着型無線デバイス１０２は、マイクロホンデバイス
を備えてもよい。したがって、無線通信回路２０６は、喘息または急速な呼吸によって引
き起こされる喘鳴事象に基づいて起動することができる。薬剤の欠如もまた、スリープモ
ードから脱するように無線通信回路２０６をトリガすることができる。
【００４７】
　モバイルチップセットはまた、それを起動する／それに電力供給するために再装着型無
線デバイス１０２上に提供されたユーザインターフェース（ＵＩ）を利用し、それをダイ
ヤルさせるために音声認識を利用することによって、音声通信のために電話として使用さ
れてもよい。ＵＩは、押しボタン２３４と、パターン認識能力を伴う加速度計２２２と、
スピーカと、マイクロホンとを含んでもよい。
【００４８】
　使い捨て構成要素２０２は、電極２２０ａ、２２０ｂと、ほとんどの人では約３～約１
０日の典型的な寿命を有する、再装着型無線デバイス１０２を対象１０４（図１）の皮膚
に接着させるための１つまたはそれを上回るタイプの接着剤とを含んでもよい。センサデ
ータは、（ヒドロゲル電極２２０ａ、２２０ｂを介した）ＥＣＧデータ、最大３軸内の加
速度測定データ、温度データ、皮膚隣接温度（サーミスタ）、周囲温度（または、身体か
ら離れたケース温度）（サーミスタ）、ＰＣＢＡ（ＡＳＩＣ部分２０８内に組み込まれた
シリコンデバイス）上の温度、ＧＳＲ、ＥＤＡ（離散ステンレス鋼製電極）、高周波数、
ヒドロゲル皮膚電極（ＥＣＧと同一）を通した伝導を介してサンプリングされる、１０Ｋ
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Ｈｚおよびそれより高い体内電気信号を含んでもよい。
【００４９】
　示されるように、再装着型無線デバイス１０２は、メモリ２１２を備えてもよい。種々
の側面では、メモリ２１２は、揮発性および不揮発性メモリの両方を含む、データを記憶
することが可能な任意の機械可読またはコンピュータ可読媒体を備えてもよい。例えば、
メモリは、読取専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、ダイナミッ
クＲＡＭ（ＤＲＡＭ）、ダブルデータレートＤＲＡＭ（ＤＤＲ－ＲＡＭ）、同期ＤＲＡＭ
（ＳＤＲＡＭ）、スタティックＲＡＭ（ＳＲＡＭ）、プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ）
、消去可能プログラマブルＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、電気的消去可能プログラマブルＲＯＭ
（ＥＥＰＲＯＭ）、フラッシュメモリ（例えば、ＮＯＲまたはＮＡＮＤフラッシュメモリ
）、内容アドレス可能メモリ（ＣＡＭ）、ポリマーメモリ（例えば、強誘電性ポリマーメ
モリ）、位相変化メモリ（例えば、オボニックメモリ）、強誘電体メモリ、シリコン・酸
化物・窒化物・酸化物・シリコン（ＳＯＮＯＳ）メモリ、ディスクメモリ（例えば、フロ
ッピー（登録商標）ディスク、ハードドライブ、光学ディスク、磁気ディスク）、または
カード（例えば、磁気カード、光学カード）、あるいは情報を記憶するために好適な任意
の他のタイプの媒体を含んでもよい。
【００５０】
　再装着型無線デバイス１０２は、中央処理装置（ＣＰＵ）等のプロセッサ２１０を備え
てもよい。種々の側面では、プロセッサ２１０は、汎用プロセッサ、チップマルチプロセ
ッサ（ＣＭＰ）、専用プロセッサ、組み込みプロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳ
Ｐ）、ネットワークプロセッサ、メディアプロセッサ、入出力（Ｉ／Ｏ）プロセッサ、メ
ディアアクセス制御（ＭＡＣ）プロセッサ、無線ベースバンドプロセッサ、コプロセッサ
、複数命令セットコンピュータ（ＣＩＳＣ）マイクロプロセッサ、縮小命令セットコンピ
ュータ（ＲＩＳＣ）マイクロプロセッサ、および／または超長命令語（ＶＬＩＷ）マイク
ロプロセッサ等のマイクロプロセッサ、または他の処理デバイスとして実装されてもよい
。プロセッサはまた、コントローラ、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（Ａ
ＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デ
バイス（ＰＬＤ）等によって実装されてもよい。
【００５１】
　種々の側面では、プロセッサ２１０は、オペレーティングシステム（ＯＳ）および種々
のモバイルアプリケーションを実行するように配列されてもよい。ＯＳの実施例は、例え
ば、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）　ＯＳの商標下で概して知られて
いるオペレーティングシステム、および任意の他の専用あるいはオープンソースＯＳを含
む。モバイルアプリケーションの実施例は、例えば、電話アプリケーション、カメラ（例
えば、デジタルカメラ、ビデオカメラ）アプリケーション、ブラウザアプリケーション、
マルチメディアプレーヤアプリケーション、ゲームアプリケーション、メッセージングア
プリケーション（例えば、Ｅメール、ショートメッセージ、マルチメディア）、ビューア
アプリケーション等を含む。
【００５２】
　種々の側面では、プロセッサ２１０は、通信インターフェースを通して情報を受信する
ように配列されてもよい。通信インターフェースは、再装着型無線デバイス１０２を１つ
またはそれを上回るネットワークおよび／またはデバイスに連結することが可能である、
任意の好適なハードウェア、ソフトウェア、またはハードウェアおよびソフトウェアの組
み合わせを備えてもよい。
【００５３】
　無線通信モードは、少なくとも部分的に、無線伝送、データ、およびデバイスと関連付
けられる種々のプロトコルおよびプロトコルの組み合わせを含む、無線技術を利用する、
ポイント間の任意の通信モードを含む。ポイントは、例えば、無線ヘッドセット等の無線
デバイス、オーディオプレーヤおよびマルチメディアプレーヤ等のオーディオおよびマル
チメディアデバイスおよび機器、携帯電話およびコードレス電話を含む電話、ならびにコ
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ンピュータおよびプリンタ等のコンピュータ関連デバイスおよび構成要素を含む。
【００５４】
　有線通信モードは、有線伝送、データ、およびデバイスと関連付けられる種々のプロト
コルおよびプロトコルの組み合わせを含む、有線技術を利用する、ポイント間の任意の通
信モードを含む。ポイントは、例えば、オーディオプレーヤおよびマルチメディアプレー
ヤ等のオーディオおよびマルチメディアデバイスおよび機器、携帯電話およびコードレス
電話を含む電話、ならびにコンピュータおよびプリンタ等のコンピュータ関連デバイスお
よび構成要素等のデバイスを含む。
【００５５】
　種々の側面では、通信インターフェースは、例えば、無線通信インターフェース、有線
通信インターフェース、ネットワークインターフェース、伝送インターフェース、受信イ
ンターフェース、メディアインターフェース、システムインターフェース、構成要素イン
ターフェース、切替インターフェース、チップインターフェース、コントローラ等の１つ
またはそれを上回るインターフェースを備えてもよい。例えば、無線デバイスによって、
または無線システム内で実装されたとき、ローカルノード１０６は、１つまたはそれを上
回るアンテナ、伝送機、受信機、送受信機、増幅器、フィルタ、制御論理等を備える、無
線インターフェースを含んでもよい。
【００５６】
　種々の側面では、再装着型無線デバイス１０２は、異なるタイプのセルラー無線電話シ
ステムに従って、音声および／またはデータ通信機能を提供してもよい。種々の実装では
、説明された側面は、いくつかの無線プロトコルに従って、無線共有媒体を経由して通信
してもよい。無線プロトコルの実施例は、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａ／ｂ／ｇ／ｎ、ＩＥ
ＥＥ　８０２．１６、ＩＥＥＥ　８０２．２０等のＩｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｌｅｃ
ｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ（ＩＥＥＥ）８０
２．ｘｘ系列のプロトコルを含む、種々の無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）
プロトコルを含んでもよい。無線プロトコルの他の実施例は、ＧＰＲＳを用いたＧＳＭ（
登録商標）セルラー無線電話システムプロトコル、１ｘＲＴＴを用いたＣＤＭＡセルラー
無線電話通信システム、ＥＤＧＥシステム、ＥＶ－ＤＯシステム、ＥＶ－ＤＶシステム、
ＨＳＤＰＡシステム等の種々の無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコルを含んでも
よい。無線プロトコルのさらなる実施例は、赤外線プロトコル等の無線パーソナルエリア
ネットワーク（ＰＡＮ）プロトコル、拡張データレート（ＥＤＲ）ならびに１つまたはそ
れを上回るＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）プロファイルを伴う、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（
登録商標）仕様バージョンｖ１．０、ｖ１．１、ｖ１．２、ｖ２．０、ｖ２．０を含む、
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）　Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｉｎｔｅｒｅｓｔ　Ｇｒｏｕｐ（Ｓ
ＩＧ）系列のプロトコルからのプロトコル等を含んでもよい。無線プロトコルのさらに別
の実施例は、電磁誘導（ＥＭＩ）技法等の近接場通信技法およびプロトコルを含んでもよ
い。ＥＭＩ技法の実施例は、受動または能動高周波識別（ＲＦＩＤ）プロトコルおよびデ
バイスを含んでもよい。他の好適なプロトコルは、超広帯域（ＵＷＢ）、デジタルオフィ
ス（ＤＯ）、デジタルホーム、トラステッドプラットフォームモジュール（ＴＰＭ）、Ｚ
ｉｇＢｅｅ等を含んでもよい。
【００５７】
　種々の実装では、説明された側面は、セルラー通信システムの一部を備えてもよい。セ
ルラー通信システムの実施例は、ＣＤＭＡセルラー無線電話通信システム、ＧＳＭ（登録
商標）セルラー無線電話システム、北米デジタルセルラー（ＮＡＤＣ）セルラー無線電話
システム、時分割多重アクセス（ＴＤＭＡ）セルラー無線電話システム、拡張ＴＤＭＡ（
Ｅ－ＴＤＭＡ）セル方式無線電話システム、狭帯域先進移動電話サービス（ＮＡＭＰＳ）
セルラー無線電話システム、ＷＣＤＭＡ（登録商標）、ＣＤＭＡ－２０００、第３世代パ
ートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）に準拠するＵＭＴＳセルラー無線電話システム
等の第３世代（３Ｇ）無線標準システム、第４世代（４Ｇ）無線標準等を含んでもよい。
【００５８】
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　さらに、種々の側面では、再装着型無線デバイス１０２は、種々のデバイスを組み込み
、および／またはそれらと関連付けられ、例えば、それらと通信してもよい。そのような
デバイスは、データ、例えば、生理学的データを生成、受信、および／または伝達しても
よい。デバイスは、例えば、ゲームデバイス、例えば、電子スロットマシーン、ハンドヘ
ルド電子ゲーム、ゲームおよびレクリエーション活動と関連付けられる電子構成要素等の
「知的」デバイスを含む。
【００５９】
　電話の標準音声機能に加えて、携帯電話の種々の側面は、テキストメッセージングのた
めのショートメッセージサービス（ＳＭＳ）、Ｅメール、インターネットにアクセスする
ためのパケット交換、ｊａｖａゲーム、無線、例えば、短距離データ／音声通信、赤外線
、ビデオレコーダを伴うカメラ、ならびに写真およびビデオを送受信するためのマルチメ
ディアメッセージングシステム（ＭＭＳ）等の多くの付加的なサービスおよび付属物を支
援してもよい。携帯電話のいくつかの側面は、基地局（セルサイト）のセルラーネットワ
ークに接続し、これは順に、公衆交換電話ネットワーク（ＰＳＴＮ）、または衛星電話の
場合は衛星通信に相互接続される。携帯電話の種々の側面は、携帯電話を使用してその少
なくとも一部分をナビゲートすることができる、インターネットに接続することができる
。
【００６０】
　いくつかの実施形態は、例えば、機械によって実行されたときに、機械に実施形態によ
る方法および／または動作を行わせ得る、命令または一式の命令を記憶し得る、機械可読
媒体または部品を使用して実装されてもよい。そのような機械は、例えば、任意の好適な
処理プラットフォーム、コンピューティングプラットフォーム、コンピュータデバイス、
処理デバイス、コンピュータシステム、処理システム、コンピュータ、プロセッサ、また
は同等物を含んでもよく、ハードウェアおよび／またはソフトウェアの任意の好適な組み
合わせを使用して実装されてもよい。機械可読媒体または部品は、例えば、任意の好適な
タイプのメモリユニット、メモリデバイス、メモリ部品、メモリ媒体、記憶デバイス、記
憶部品、記憶媒体、および／または記憶ユニット、例えば、メモリ、可撤性または非可撤
性媒体、消去可能または非消去可能媒体、書込可能または書換可能媒体、デジタルまたは
アナログ媒体、ハードディスク、フロッピー（登録商標）ディスク、コンパクトディスク
読取可能メモリ（ＣＤ－ＲＯＭ）、記録可能コンパクトディスク（ＣＤ－Ｒ）、書換可能
コンパクトディスク（ＣＤ－ＲＷ）、光ディスク、磁気ディスク、磁気光学ディスク、可
撤性メモリカードまたはディスク、種々のタイプのデジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、
テープ、カセット、あるいは同等物を含んでもよい。命令は、ソースコード、コンパイラ
型コード、インタープリタ型コード、実行可能コード、静的コード、動的コード、および
同等物等の任意の好適なタイプのコードを含んでもよい。命令は、Ｃ、Ｃ＋＋、Ｊａｖａ
（登録商標）、ＢＡＳＩＣ、Ｐｅｒｌ、Ｍａｔｌａｂ、Ｐａｓｃａｌ、Ｖｉｓｕａｌ　Ｂ
ＡＳＩＣ、アセンブリ言語、機械コード等の任意の好適な高レベル、低レベル、オブジェ
クト指向、視覚、コンパイラ型および／またはインタープリタ型プログラミング言語を使
用して実装されてもよい。
【００６１】
　種々の側面では、再装着型無線デバイス１０２はまた、非生理学的データを伝達、例え
ば、受信および伝送するように機能する。非生理学的データの実施例は、例えば、ゲーム
規則、および埋込ペースメーカー等の別個の心臓関連デバイスによって生成され、直接ま
たは間接的にハブに伝達されるデータを含む。
【００６２】
　再装着型無線デバイス１０２は、例えば、個人通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、
および携帯電話等の他のモバイルデバイスで典型的に見出される付加的な機能性を含んで
もよい。種々の側面では、再装着型無線デバイス１０２は、ハンドヘルド携帯用デバイス
、コンピュータ、スマートフォンと呼ばれることもある携帯電話、タブレットパーソナル
コンピュータ（ＰＣ）、キオスク、デスクトップコンピュータ、またはラップトップコン
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ピュータ、あるいはそれらの任意の組み合わせで見出される機能性を備えてもよい。スマ
ートフォンの実施例は、例えば、以下の商標、とりわけ、Ｂｌａｃｋｂｅｒｒｙ、ｉＰｈ
ｏｎｅ、Ａｎｄｒｏｉｄ、Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）　Ｐｈｏｎｅの下で概して知られ
ている製品を含む。再装着型無線デバイス１０２のいくつかの側面が、一例として、スマ
ートフォン、携帯情報端末、ラップトップ、デスクトップコンピュータとして実装される
、モバイルまたは固定コンピュータデバイスを用いて説明され得るが、種々の側面は、こ
れに関連して限定されないことが理解され得る。例えば、モバイルコンピュータデバイス
は、ラップトップコンピュータ、超薄型ラップトップコンピュータ、携帯情報端末（ＰＤ
Ａ）、携帯電話、携帯電話／ＰＤＡの組み合わせ、モバイルユニット、加入者局、ユーザ
端末、携帯用コンピュータ、ハンドヘルドコンピュータ、パームトップコンピュータ、装
着型コンピュータ、メディアプレーヤ、ポケットベル、メッセージングデバイス、データ
通信デバイス等の任意のタイプの無線デバイス、移動局、または内蔵電源、例えば、バッ
テリを伴う携帯用コンピュータデバイスを備えてもよく、またはそれらとして実装されて
もよい。固定コンピュータデバイスは、例えば、デスクトップコンピュータ、ワークステ
ーション、クライアント／サーバコンピュータ等として実装されてもよい。
【００６３】
　図３は、図１および２に示される再装着型無線デバイス１０２の再利用可能構成要素２
０４の電子機器モジュールの集積回路構成要素の一側面のブロック機能図３００である。
図３では、再装着型無線デバイス１０２の再利用可能構成要素２０４電子機器モジュール
は、電極入力３１０を備える。電極入力３１０には、経身体伝導通信モジュール３２０お
よび生理学的感知モジュール３３０が電気的に連結される。一側面では、経身体伝導通信
モジュール３２０は、第１の、例えば、高周波数（ＨＦ）信号連鎖として実装され、生理
学的感知モジュール３３０は、第２の、例えば、低周波数（ＬＦ）信号連鎖として実装さ
れる。また、（周囲温度を検出するための）ＣＭＯＳ温度感知モジュール３４０および３
軸加速度計３５０も示されている。再装着型無線デバイス１０２はまた、処理エンジン３
６０（例えば、マイクロコントローラおよびデジタル信号プロセッサ）と、（データ記憶
のための）不揮発性メモリ６７０と、セルラー通信ネットワークからデータを受信し、お
よび／またはそこにデータを伝送するモバイルチップセットを備える無線通信モジュール
３８０とを備える。種々の側面では、通信モジュール３２０、３８０は、１つまたはそれ
を上回る伝送機／受信機（「送受信機」）モジュールを備えてもよい。本明細書で使用さ
れるように、「送受信機」という用語は、限定ではないが、伝送機、受信機、または両方
の組み合わせを含むために、非常に一般的な意味で使用されてもよい。一側面では、経身
体伝導通信モジュール３２０は、事象マーカーシステム４２０（図４）と通信するように
構成される。
【００６４】
　センサ３１６は、典型的には、対象１０４（図１）に接触し、例えば、胴体に取り外し
可能に取り付けられる。種々の側面では、センサ６１６は、再装着型無線デバイス１０２
に取り外し可能または永久的に取り付けられてもよい。例えば、センサ３１６は、金属ス
タッドをスナップ留めすることによって、再装着型無線デバイス１０２に取り外し可能に
接続されてもよい。センサ３１６は、例えば、生理学的データを感知または受信すること
が可能な種々のデバイスを備えてもよい。センサ３１６のタイプは、例えば、生体適合性
電極等の電極を含む。センサ３１６は、例えば、圧力センサ、運動センサ、加速度計、筋
電図（ＥＭＧ）センサ、事象マーカーシステム、生体電位センサ、心電図センサ、温度セ
ンサ、触覚事象マーカーセンサ、およびインピーダンスセンサとして構成されてもよい。
【００６５】
　フィードバックモジュール３１８は、ソフトウェア、ハードウェア、回路、種々のデバ
イス、およびそれらの組み合わせを用いて実装されてもよい。フィードバックモジュール
３１８の機能は、上記で説明されるように、慎重で機転の利く熟慮した様式で、対象１０
４（図１）との通信を提供することである。種々の側面では、フィードバックモジュール
３１８は、視覚、オーディオ、振動／触覚、嗅覚、および味覚を採用する技法を使用して
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、対象１０４と通信するように実装されてもよい。
【００６６】
　図４は、事象マーカーシステム４２０の一側面を示す。種々の側面では、事象マーカー
システム４２０は、上記のように、薬剤の起源を判定するために、ならびに正しいタイプ
および正しい投与量のうちの少なくとも１つの薬剤が患者に送達されたことを確認するた
めに、およびいくつかの側面では、患者が医薬品を服用するときを判定するために、任意
の医薬品と関連して使用することができる。しかしながら、本開示の範囲は、システム４
２０とともに使用され得る環境および医薬品によって限定されない。例えば、システム４
２０は、無線モードで、カプセル内にシステム４２０を配置し、次いで、伝導流体内にカ
プセルを配置することによる流電モードで、またはそれらの組み合わせで、あるいはシス
テム４２０を空気に暴露してのいずれかで、起動されてもよい。いったん伝導流体の中に
配置されると、例えば、カプセルは、ある期間にわたって溶解し、システム４２０を伝導
流体の中へ放出するであろう。したがって、一側面では、カプセルは、システム４２０を
含有し、いかなる製品も含有しないであろう。次いで、そのようなカプセルは、伝導流体
が存在する任意の環境で、任意の製品とともに使用されてもよい。例えば、カプセルは、
ジェット燃料、塩水、トマトソース、モータ油、または任意の類似製品で充填されたコン
テナの中へ落下させられてもよい。加えて、システム４２０を含有するカプセルは、製品
が服用されたとき等の事象の発生を記録するために、任意の医薬品が摂取されるのと同時
に摂取されてもよい。
【００６７】
　薬剤または医薬品と組み合わせられたシステム４２０の具体的実施例では、製品または
錠剤が摂取されるか、または空気に暴露されると、システム４２０が流電モードで起動さ
れる。システム４２０は、例えば、再装着型無線デバイス１０２によって検出される一意
的な電流シグネチャを生成するようにコンダクタンスを制御し、それによって、医薬品が
摂取されたことを表す。無線モードで起動されたとき、本システムは、検出されるシステ
ム４２０と関連付けられる一意的な電圧シグネチャを生成するように、容量性プレートの
変調を制御する。
【００６８】
　一側面では、システム４２０は、フレームワーク４２２を含む。フレームワーク４２２
は、システム４２０のためのシャーシであり、複数の構成要素が、フレームワーク４２２
に取り付けられ、その上に堆積させられ、またはそれに固着される。システム４２０の本
側面では、可消化材料４２４が、フレームワーク４２２と物理的に関連付けられる。材料
４２４は、フレームワーク上に化学的に堆積させられ、その上に蒸発させられ、それに固
着され、またはその上に蓄積されてもよく、その全ては、フレームワーク４２２に関して
本明細書では「堆積」と称されてもよい。材料４２４は、フレームワーク４２２の片側上
に堆積させられる。材料４２４として使用することができる、目的とする材料は、Ｃｕ、
ＣｕＣｌ、またはＣｕｌを含むが、それらに限定されない。材料４２４は、いくつかある
他のプロトコルの中でも、物理的蒸着、電着、またはプラズマ蒸着によって堆積させられ
る。材料４２４は、厚さ約５μｍ～約１００μｍ等の厚さ約０．０５μｍ～約５００μｍ
であってもよい。形状は、シャドウマスク蒸着、またはフォトリソグラフィおよびエッチ
ングによって制御される。加えて、たとえ１つだけの領域が材料を堆積させるために示さ
れていても、各システム４２０は、材料４２４が所望に応じて堆積させられ得る、２つま
たはそれを上回る電気的に独特の領域を含有してもよい。
【００６９】
　図７に示されるように反対側である、異なる側面では、材料４２４、４２６が異種であ
り、相互から絶縁される、別の可消化材料４２６が堆積させられる。示されていないが、
選択される異なる側面は、材料４２４のために選択される側面の隣の側面であってもよい
。本開示の範囲は、選択される側面によって限定されず、「異なる側面」という用語は、
第１の選択された側面とは異なる複数の側面のうちのいずれかを意味することができる。
種々の側面では、異種材料は、同一の側面上の異なる位置に位置してもよい。さらに、本
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あってもよい。材料４２４、４２６は、システム４２０が体液等の伝導液体と接触してい
るときに電圧電位差を生じるように選択される。材料４２６のための目的とする材料は、
Ｍｇ、Ｚｎ、または他の電気陰性金属を含むが、それらに限定されない。材料４２４に関
して上記で示されるように、材料４２６は、フレームワーク上に化学的に堆積させられ、
その上に蒸発させられ、それに固着され、またはその上に蓄積されてもよい。また、材料
４２６（ならびに必要とされるときは材料７２４）がフレームワーク７２２に接着するこ
とに役立つために、接着層が必要であり得る。材料４２６のための典型的な接着層は、Ｔ
ｉ、ＴｉＷ、Ｃｒ、または類似材料であり得る。アノード材料および接着層が、物理的蒸
着、電着、またはプラズマ蒸着によって堆積させられてもよい。材料４２６は、厚さ約５
μｍ～約１００μｍ等の厚さ約０．０５μｍ～約５００μｍであってもよい。しかしなが
ら、本開示の範囲は、材料のうちのいずれかの厚さによっても、材料をフレームワーク４
２２に堆積させるか、あるいは固着するために使用されるプロセスのタイプによっても限
定されない。
【００７０】
　記載される本開示によると、材料４２４、４２６は、異なる電気化学電位を伴う任意の
一対の材料であり得る。加えて、システム４２０が生体内で使用される実施形態では、材
料４２４、４２６は、吸収することができるビタミンであってもよい。より具体的には、
材料４２４、４２６は、システム４２０が動作するであろう環境に適切である、いずれか
２つの材料で作製することができる。例えば、摂取可能な製品とともに使用されるとき、
材料４２４、４２６は、摂取可能である異なる電気化学電位を伴う任意の一対の材料であ
る。例証的実施例は、システム４２０が、胃酸等のイオン溶液と接触している場合を含む
。好適な材料は、金属に制限されず、ある実施形態では、対合材料は、金属および非金属
、例えば、金属（Ｍｇ等）および塩（ＣｕＣｌまたはＣｕｌ等）で構成される一対から選
択される。活性電極材料に関して、好適に異なる電気化学電位（電圧）および低界面抵抗
を伴う物質、すなわち、金属、塩、または層間化合物の任意の対合が好適である。
【００７１】
　目的とする材料および対合は、以下の表１で報告されるものを含むが、それらに限定さ
れない。一実施形態では、金属の一方または両方は、例えば、伝導液体と接触する際に材
料の間で生成される電圧電位を増進するように、非金属でドープされてもよい。ドープ材
として使用され得る非金属は、ある実施形態では、硫黄、ヨウ素、および同等物を含むが
、それらに限定されない。別の実施形態では、材料は、アノードとしてヨウ化銅（Ｃｕｌ
）、およびカソードとしてマグネシウム（Ｍｇ）である。本開示の側面は、人体に有害で
はない電極材料を使用する。
【００７２】
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【表１】

【００７３】
　したがって、システム４２０が伝導流体と接触しているとき、電流経路が異種材料４２
４、４２６の間に伝導流体を通して形成される。制御デバイス４２８が、フレームワーク
４２２に固着され、材料４２４、４２６に電気的に連結される。制御デバイス４２８は、
電子回路、例えば、材料４２４、４２６の間のコンダクタンスを制御して変化させること
が可能である制御論理を含む。
【００７４】
　異種材料４２４、４２６の間に生成される電圧電位は、システムを操作するための電力
を提供するとともに、伝導流体およびシステム４２０を通る電流を生成する。一側面では
、システム４２０は、直流モードで動作する。代替的な側面では、システム４２０は、交
流電流と同様に、電流の方向が周期的に逆転させられるように、電流の方向を制御する。
本システムが伝導流体または電解質に到達すると、流体または電解質成分が、生理学的流
体、例えば、胃酸によって提供される場合、異種材料４２４、４２６の間の電流のための
経路が、システム４２０の外部に完成し、システム４２０を通る電流経路は、制御デバイ
ス４２８によって制御される。電流経路の完成は、電流が流動することを可能にし、順に
、示されていない受信機は、電流の存在を検出し、システム４２０が起動されており、所
望の事象が起こっているか、または起こったことを認識することができる。
【００７５】
　一実施形態では、２つの異種材料４２４、４２６は、バッテリ等の直流電源のために必
要とされる２つの電極と機能が類似する。伝導液体は、電源を完成させるために必要とさ
れる電解質の役割を果たす。説明される完成した電源は、システム４２０の異種材料４２
４、４２６と身体の周辺流体との間の物理的化学反応によって画定される。完成した電源
は、胃液、血液、または他の体液、およびいくつかの組織等のイオン性または伝導性溶液
中の逆電解を活用する、電源と見なされてもよい。加えて、環境は、身体以外の何かであ
ってもよく、液体は、任意の伝導液体であってもよい。例えば、伝導流体は、塩水または
金属系塗料であってもよい。
【００７６】
　ある側面では、２つの異種材料４２４、４２６は、材料の付加的な層によって周辺環境
から遮蔽される。したがって、遮蔽が溶解させられ、２つの異種材料４２４、４２６が標
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的部位に暴露されたとき、電圧電気が生成される。
【００７７】
　ある側面では、完成した電源または電力供給部は、電流コレクタおよびパッケージング
等の活性電極材料、電解質、および非活性材料で構成されるものである。活性材料は、異
なる電気化学電位を伴う任意の一対の材料である。好適な材料は、金属に制限されず、あ
る実施形態では、対合材料は、金属および非金属、例えば、金属（Ｍｇ等）および塩（Ｃ
ｕｌ等）で構成される一対から選択される。活性電極材料に関して、好適に異なる電気化
学電位（電圧）および低界面抵抗を伴う物質、すなわち、金属、塩、または層間化合物の
任意の対合が好適である。
【００７８】
　種々の異なる材料が、電極を形成する材料として採用されてもよい。ある実施形態では
、識別子のシステムを駆動するために十分である、標的生理学的部位、例えば、胃との接
触時に、電圧を提供するように、電極材料が選択される。ある実施形態では、標的生理学
的部位との電源の金属との接触時に電極材料によって提供される電圧は、０．５ボルトま
たはそれより高いものを含み、かつ１．０ボルトそれより高いものを含む、０．１Ｖそれ
より高いもの、例えば、０．３Ｖそれより高いもの等の０．０１Ｖそれより高いものを含
む、０．００１Ｖそれより高いものであり、ある実施形態では、電圧は、約０．０１Ｖ～
約１０Ｖ等の約０．００１ボルト～約１０ボルトに及ぶ。
【００７９】
　依然として図４を参照すると、異種材料４２４、４２６は、制御デバイス４２８を起動
するように電圧電位を提供する。いったん制御デバイス４２８が起動されるか、または電
源を入れられると、制御デバイス４２８は、独特の様式で第１および第２の材料４２４、
４２６の間のコンダクタンスを変化させることができる。第１および第２の材料４２４、
４２６の間のコンダクタンスを変化させることによって、制御デバイス４２８は、システ
ム４２０を包囲する伝導液体を通る電流の規模を制御することが可能である。これは、身
体の内部または外部に位置付けることができる受信機（図示せず）によって検出および測
定することができる、一意の電流シグネチャを生成する。受信機は、その全体で参照する
ことにより本明細書に組み込まれる、２００９年１２月１５日に出願され、２０１０年１
２月９日付けの第２０１０－０３１２１８８　Ａ１号として公開された、「ＢＯＤＹ－Ａ
ＳＳＯＣＩＡＴＥＤ　ＲＥＣＥＩＶＥＲ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤ」と題された米国特許出
願第１２／６７３，３２６号でさらに詳細に開示されている。材料の間の電流経路の規模
を制御することに加えて、その内容全体が参照することにより本明細書に組み込まれる、
２００８年９月２５日に出願された「ＩＮ－ＢＯＤＹ　ＤＥＶＩＣＥ　ＷＩＴＨ　ＶＩＲ
ＴＵＡＬ　ＤＩＰＯＬＥ　ＳＩＧＮＡＬ　ＡＭＰＬＩＦＩＣＡＴＩＯＮ」と題された米国
特許出願第１２／２３８，３４５号で開示されるように、電流経路の「長さ」を増加させ
、したがって、コンダクタンス経路を高めるように作用するために、非伝導金属、膜、ま
たは「スカート」が使用される。代替として、本明細書の本開示の全体を通して、「非伝
導金属」、「膜」、および「スカート」という用語は、本明細書の範囲または本実施形態
および請求項に影響を及ぼすことなく、「電流経路拡張器」という用語と同義的に使用さ
れる。４２５、４２７における部分で示されるスカートは、それぞれ、フレームワーク４
２２と関連付けられ、例えば、それに固着されてもよい。スカートの種々の形状および構
成が、本発明の種々の側面の範囲内と見なされる。例えば、システム４２０は、スカート
によって完全または部分的に包囲されてもよく、スカートは、システム１２０の中心軸に
沿って、または中心軸に対して中心を外れて位置付けられてもよい。したがって、本明細
書で請求されるような本発明の側面は、スカートの形状またはサイズによって限定されな
い。さらに、他の実施形態では、異種材料４２４、４２６は、異種材料４２４、４２６の
間の任意の画定された領域の中に位置付けられる、１つのスカートによって分離されても
よい。
【００８０】
　システム４２０は、接地接触を通して接地されてもよい。システム４２０はまた、セン
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サモジュールを含んでもよい。動作中に、イオンまたは電流経路が、第１の材料４２４と
第２の材料４２６との間で、システム４２０と接触している伝導流体を通して確立される
。第１および第２の材料４２４、４２６の間で生成される電圧電位は、第１および第２の
材料４２４、４２６と伝導流体との間の化学反応を通して生成される。一側面では、第１
の材料４２４の表面は、平面的ではないが、むしろ不規則な表面である。不規則な表面は
、材料の表面積、したがって、伝導流体と接触する面積を増加させる。
【００８１】
　一側面では、第１の材料４２４の表面では、伝導流体の中へ放出される塊があるように
、材料４２４と周囲伝導流体との間の化学反応がある。塊という用語は、本明細書では、
物質を形成する陽子および中性子を指す。一実施例は、材料がＣｕＣｌであり、伝導流体
と接触しているときに、ＣｕＣｌが溶液中でＣｕ（固体）およびＣｌ－になる瞬間を含む
。伝導流体へのイオンの流入は、イオン経路を介する。同様に、第２の材料４２６と周辺
伝導流体との間に化学反応があり、イオンが第２の材料４２６によって捕捉される。第１
の材料４２４でのイオンの放出、および第２の材料４２６によるイオンの捕捉は、集合的
にイオン交換と称される。イオン交換の速度、したがって、イオン放出速度または流は、
制御デバイス４２８によって制御される。制御デバイス４２８は、第１および第２の材料
４２４、４２６の間のインピーダンスを変化させる、コンダクタンスを変化させることに
よって、イオン流の速度を増加または減少させることができる。イオン交換を制御するこ
とを通して、システム４２０は、イオン交換プロセスにおける情報を符号化することがで
きる。したがって、システム４２０は、イオン交換における情報を符号化するためにイオ
ン放出を使用する。
【００８２】
　制御デバイス４２８は、周波数が変調され、振幅が一定であるときと同様に、速度また
は規模をほぼ一定に保ちながら、固定イオン交換速度または電流規模の持続時間を変化さ
せることができる。また、制御デバイス４２８は、持続時間をほぼ一定に保ちながら、イ
オン交換速度のレベルまたは電流の規模を変化させることができる。したがって、持続時
間の変化の種々の組み合わせを使用し、速度または規模を変化させて、制御デバイス４２
８は、電流またはイオン交換における情報を符号化する。例えば、制御デバイス４２８は
、以下の技法のうちのいずれか、すなわち、二位相偏移変調（ＰＳＫ）、周波数変調（Ｆ
Ｍ）、振幅変調（ＡＭ）、オン・オフキーイング、およびオン・オフキーイングを伴うＰ
ＳＫを使用してもよいが、それらに限定されない。
【００８３】
　システム４２０の種々の側面は、制御デバイス４２８の一部として電子構成要素を備え
てもよい。存在し得る構成要素は、論理および／またはメモリ要素、集積回路、インダク
タ、抵抗器、および種々のパラメータを測定するためのセンサを含むが、それらに限定さ
れない。各構成要素は、フレームワークに、および／または別の構成要素に固着されても
よい。支持体の表面上の構成要素は、任意の便利な構成でレイアウトされてもよい。２つ
またはそれを上回る構成要素が中実支持体の表面上に存在する場合、相互接続が提供され
てもよい。
【００８４】
　システム４２０は、異種材料の間のコンダクタンス、したがって、イオン交換の速度ま
たは電流を制御する。特定の様式でコンダクタンスを変化させることを通して、本システ
ムは、イオン交換および電流シグネチャにおける情報を符号化することが可能である。イ
オン交換または電流シグネチャは、特定のシステムを一意的に識別するために使用される
。加えて、システム４２０は、種々の異なる一意の交換またはシグジェチャを生成するこ
とが可能であり、したがって、付加的な情報を提供する。例えば、付加的な情報を提供す
るために、第２のコンダクタンス変化パターンに基づく第２の電流シグネチャが使用され
てもよく、その情報は、物理的環境に関係付けられ得る。さらに例証するために、第１の
電流シグネチャは、チップ上の発振器を維持する非常に低い電流状態であってもよく、第
２の電流シグネチャは、第１の電流シグネチャと関連付けられる電流状態より少なくとも
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１０倍高い電流状態であってもよい。
【００８５】
　図５－１０は、再装着型無線デバイスの種々の側面を図示する。再装着型無線デバイス
は、再利用可能構成要素と、使い捨て構成要素とを備える。再利用可能構成要素は、概し
て、電子機器モジュールと、電源とを備える。使い捨て構成要素は、概して、皮膚電極と
、皮膚接着剤とを備える。
【００８６】
　電子機器モジュールは、耐久性構成要素であり、その寿命が残りの構成要素のうちのい
くつかまたは全ての寿命を超えることを意味する。電子機器モジュール寿命は、最大で数
年に及び得る。皮膚接着剤は、耐久性構成要素の寿命より少ない、その使用可能寿命より
少ない寿命を伴う消耗構成要素である。皮膚接着剤の典型的な寿命は、２４時間未満～１
４日またはそれを上回るものに及び得る。皮膚電極および電源は、これらの構成要素を実
装するように選択される技術に応じて、耐久性または消耗構成要素のいずれかであっても
よい。皮膚電極の寿命は、タイプに応じて、２４時間未満～数年に及び得る。電源は、タ
イプに応じて、２４時間未満～数年の寿命を有し得る。電子機器、電極、および電源は全
て、電気または電子構成要素と見なされる。再装着型無線デバイスはまた、１つの他の特
徴、すなわち、電子構成要素を相互接続する手段も含む。
【００８７】
　再装着型無線デバイスは、消耗構成要素のユーザ配置を可能にし、高費用構成要素、耐
久性構成要素が繰り返し使用されることを可能にし、本システムの使用の全体的費用を低
減させる。図５－１０は、再装着型無線デバイスの３つの側面、すなわち、スナップイン
モジュール、オーバーレイモジュール、およびワイヤモジュールを図示する。
【００８８】
　図５－７は、接着層を介してユーザに固着されるように構成される、再利用可能構成要
素と、使い捨て構成要素とを備える、スナップインモジュール型再装着型無線デバイスの
一側面を図示する。図５は、接着基部５０２と、電極５０４ａ、５０４ｂ（透視で示され
る）と、電気接点５０６ａ、５０６ｂと、機械的スナップイン接続機構５０８とを備える
、使い捨て構成要素５００の一側面を図示する。電極５０４ａ、５０４ｂは、電気接点５
０６ａ、５０６ｂに電気的に連結される。機械的スナップイン接続機構５０８は、機械的
スナップイン接続機構５０８の中心部分に向かって直角で突出する、突出要素５１０ａ、
５１０ｂを備える。
【００８９】
　図６は、図５に示される使い捨て構成要素５００の機械的スナップイン接続機構５０８
と噛合するように構成される筐体６０２内に位置する電子機器モジュールを備える、再利
用可能構成要素６００の一側面の斜視上面図である。再利用可能構成要素６００の筐体６
０２は、再利用可能構成要素６００が機械的スナップイン接続機構５０８に嵌め込み、そ
れによって保持されるように、それぞれの突出要素５１０ａ、５１０ｂに係合するように
筐体６０２に形成されたくぼみ６０４ａ、６０４ｂ（図示せず）を備える。
【００９０】
　図７は、再利用可能構成要素６００の一側面の斜視底面図である。再利用可能構成要素
６００の底部分６０６は、機械的スナップイン接続機構５０８の中の電気接点５０６ａ、
５０６ｂに電気的に連結するように構成される、電気接点７０２ａ、７０２ｂを備える。
したがって、電極５０４ａ、５０４ｂによって検出される電気信号は、電気接点７０２ａ
、７０２ｂを通して再利用可能構成要素の電子機器モジュールに連結される。電子機器モ
ジュールは、再利用可能構成要素６００の筐体６０２内に位置する。電子機器モジュール
は、図２－３に示される電子機器モジュールと機能的に同等である。加えて、再利用可能
構成要素６００の底部分６０６はさらに、通信チャネルＩ／Ｏアドレス７０４ａと、再利
用可能構成要素６００の電子機器モジュールを一意的に識別するＰＩＮ７０４ｂとを備え
てもよい。２つのデバイスの間の現代の無線通信は、リンクを確立するためにアドレスお
よびＰＩＮの交換を必要とする。Ｉ／ＯアドレスおよびＰＩＮ６０８は、底部分６０６ま
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たは筐体６０２の他の部分上に直接印刷されたラベル上、または任意の他の好適な手段で
提供されてもよい。
【００９１】
　電子機器モジュールを備える再利用可能構成要素６００は、耐久性デバイスであり、接
着基部５０２および電極５０４ａ、５０４ｂは、消耗品である。電源、すなわち、バッテ
リは、消耗品または耐久性のいずれかであり得る。バッテリが皮膚接着基部５０２エンベ
ロープに包装される場合には、消耗品である。ＬｉＭｎコイン電池は、典型的には、皮膚
接着基部５０２に匹敵するバッテリ寿命を確保するように合致した容量とともに使用され
るであろう。代替として、バッテリは、電子機器モジュールとともに包装される耐久性構
成要素であってもよい。再充電可能バッテリを使用することができ、コネクタを通して、
または誘導コイルを介してのいずれかで、バッテリを再充電する手段が提供されなければ
ならない。電子機器モジュールが別様に低電力であるため、一次バッテリも使用すること
ができ、一次バッテリは、二次バッテリより有意に大きいエネルギー密度を提供する。使
い捨て構成要素５００および再利用可能構成要素６００を接続する電気的手段が、それぞ
れの構成要素に組み込まれる電気ばね接点５０６ａ、５０６ｂ、７０２ａ、７０２ｂによ
って提供される。
【００９２】
　使い捨て構成要素５００は、相互接続のため、および１つまたはそれを上回るヒドロゲ
ルと併せて電極５０４ａ、５０４ｂを形成するように、フレックス回路で構築されてもよ
い。再利用可能構成要素６００の筐体６０２は、プラスチック構成要素を備え、接着基部
５０２の上に電子機器モジュールを掛止する手段を提供し、再利用可能構成要素６００全
体は、閉鎖セルフォームによって収納される。皮膚接着基部５０２は、おそらく、親水コ
ロイドが活性化している間に再装着型無線デバイスを固定するように、また、親水コロイ
ドを再装着型無線デバイスの側面から浸出させることを回避するように提供されるアクリ
ルタイプを伴う一次接着剤として、親水コロイドを伴う複合タイプである。
【００９３】
　図８および９は、接着剤オーバーレイ９０２を介してユーザに固着されるように構成さ
れる、再利用可能構成要素８００と、使い捨て構成要素９００とを備える、再装着型無線
デバイスの一側面を図示する。図８は、再利用可能構成要素８００の一側面を図示し、図
９は、接着剤オーバーレイ９０２の一側面を図示する。図８および９に示される再装着型
無線デバイスでは、耐久性再利用可能構成要素８００は、電子機器モジュール、皮膚電極
８０２ａ、８０２ｂ、および電源形態を備え、使い捨て構成要素９００は、皮膚接着剤オ
ーバーレイ９０２のみを備える。再利用可能構成要素８００の外側には電気相互接続がな
い。電源は、スナップインモジュールについて図５－７に関連して説明されるように実装
されてもよい。電極８０２ａ、０２ｂは、乾燥または静電容量型であってもよい。この場
合、皮膚接着剤オーバーレイ９０２は、電子機器モジュールを備える再利用可能構成要素
８００を定位置で保持するが、モジュール、一次皮膚接着のための親水コロイド、および
上記で説明されるような機能を伴うアクリル上に粘着性蓄積を生成しないように構成され
る、中心区分９０４を伴う３部品複合材料を備えてもよい。
【００９４】
　図１０は、再利用可能構成要素１０００と、使い捨て構成要素１００２とを備える、再
装着型無線デバイスの一側面を図示する。電極１００４ａ、１００４ｂは、対象に取り付
けられる。電極１００４ａ、１００４ｂは、対応する電極端末１００６ａ、１００６ｂを
介して、再利用可能構成要素１０００の電子機器モジュールに取り付けられる。図１０に
示される再装着型無線デバイス、この場合、電子機器および電源は、耐久性である。皮膚
電極および接着剤は、消耗品である。電子機器および電源は、接着剤を介して皮膚の代わ
りに、対象が別様に着用している衣類に接着するように、再利用可能構成要素１０００の
筐体１００８に包装される。最も一般的には、これは、ばねクリップを介して行われるで
あろうが、Ｖｅｌｃｒｏ（登録商標）または接着剤等の他の手段を使用することもできる
。図１０で図示されるように、共通ＥＣＧ電極１００４ａ、１００４ｂが、再装着型無線
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デバイスを形成するために電子機器モジュールと組み合わせて採用されてもよい。代替と
して、電極１００４ａ、１００４ｂは、電極１００４ａ、１００４ｂの適正な間隔を確保
する単一のユニットに組み込むことができる。電極１００４ａ、１００４ｂと電子機器モ
ジュールとの間の相互接続は、対応する電極端末１００６ａ、１００６ｂに連結された２
導体ケーブル１０１０ａ、１０１０ｂによって提供される。コネクタ１０１２が、電子機
器モジュールの中のプラグレセプタクルに連結され、または接続が固定されてもよい。コ
ネクタ１０１２は、ケーブルのいずれか一方の端部上に提供されてもよい。
【００９５】
　図１１は、対象に固着される接着基部１１００の一側面を図示する。接着基部１１００
は、本明細書で開示される再装着型無線デバイスのうちのいずれかと併せて使用されても
よい。任意の接着剤ベースの装着型デバイスの接着および接着の長さは、異なるレベルの
感受性、異なる皮膚タイプ、活動レベル、および対象の体形による影響を受け得る。した
がって、一側面では、接着基部１１００は、同時にユーザの皮膚を刺激せず、着用するこ
とが快適であり、大きすぎず、ユーザ可変性に関わらず設計寿命にわたって取り付けられ
たままとなり、ユーザによってユーザに適用することが単純である、接着剤システムを備
える。
【００９６】
　一側面では、再利用可能装着型デバイス用の接着基部１１００は、これらの機能性を達
成するために２つの異なる接着層１１０２、１１０４を使用する、接着システムを伴って
構成される。一次接着層１１０２は、ユーザの皮膚にとって非常に弱いことが知られてい
る親水コロイド接着剤であり、約７日を超えて延長する期間にわたってほとんどのユーザ
によって容易に耐えることができる。しかしながら、一次接着層１１０２は、皮膚への最
も耐久性がある付着を有さず、過剰な水分吸収の影響を受けやすい。二次接着層１１０４
は、一次接着層１１０２を部分的に覆って、親水コロイド系一次接着層１１０２の周囲に
周辺を作成するために使用される。二次接着層１１０４は、皮膚へのより強い接着力を有
するように構成され、接着基部１１００の縁１１０６が皮膚から剥離することを妨げる働
きをする。一側面では、一次接着層１１０２は、それを覆って二次接着層１１０４が分布
する、表面積より大きい表面積にわたって分布する。外側二次接着剤１１０４は、長い装
着時間への手掛かりである。この外周が無傷のままである場合、パッチは、約７日～約１
４日にわたって取り付けられたままとなることができる。
【００９７】
　上記で説明されるように、各ユーザおよびその活動が、接着剤の周辺１１０６の接着に
影響をおよぼし得る。したがって、接着基部１１００は、基礎親水コロイド一次接着層１
１０２構成要素と、縁シールを作成して接着基部１１００をユーザに取り付けるように再
利用可能装着型デバイスに追加される、二次接着層１１０４構成要素とを含む、再利用可
能装着型デバイスの使い捨て構成要素として採用されてもよい。二次接着層１１０４は、
より永久的な結合が使用される場合に、アクリル系またはシアノアクリレート系であって
もよい。限定ではないが、他の二次接着層１１０４が採用されてもよい。二次接着剤１１
０４は、付属品として対象に提供されてもよい。各再利用可能装着型デバイスには、再利
用可能装着型デバイスの容易な交換および再取付を可能にするように、複数の二次接着層
１１０４の細片を供給することができる。二次接着層１１０４はまた、異なる使用要件に
適応するように、異なるレベルの接着剤および異なる量の接着表面積を伴う異なるバージ
ョンで供給することもできる。これは、プログラミングに基づいてバッテリが許容するだ
け長く、再利用可能装着型デバイスが装着されて使用されることを可能にするであろう。
一側面では、接着基部１１００は、図５－７に示される再利用可能装着型デバイスととも
に採用されるように適合および構成されてもよい。別の側面では、随意的であることを示
すように透視で示される、オーバーレイ部分１１０８の追加とともに、接着基部１１００
は、図８－９に示される再利用可能装着型デバイスとともに採用されるように適合および
構成されてもよい。
【００９８】
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　種々の側面では、本開示の全体を通して説明される、図１、２、および６－１２に関連
して説明される再利用可能装着型デバイス、使い捨て構成要素、および再利用可能構成要
素は、種々の好適な技法で相互接続されてもよい。例えば、使い捨て構成要素および再利
用可能構成要素は、Ｚｅｂｒａコネクタ、表面搭載技法（ＳＭＴ）バッテリコネクタ、セ
ル方式／携帯電話バッテリコネクタ概念、ＥＭ上の屈曲バッテリ接続、伝導性ゴムとの無
指向性シール接続、商業的にＶｅｌｃｒｏ（登録商標）接続およびＶｅｌｃｒｏ（登録商
標）ピンと一般的に称されるフックアンドループコネクタ、および使い捨て構成要素上の
単純な電極表面トレースを備える突刺コネクタを介して相互接続されてもよく、画鋲がト
レースを通して突き刺され、画鋲の先端がモジュールに進入し、画鋲の頭部が電極の役割
を果たす。
【００９９】
　図１２Ａは、再利用可能構成要素１２００の底部分１２０２上に位置する、通信チャネ
ルＩ／Ｏアドレス１２０４ａおよびＰＩＮ１２０４ｂの画像を捕捉するプロセスを図示す
る略図である。ある側面では、再利用可能構成要素１２００等の再利用可能装着型無線デ
バイスは、以前に議論されたような携帯電話チップセットを含まなくてもよく、無線通信
を提供するように短距離無線のみを含有してもよい。そのような実装では、再利用可能構
成要素１２００の電子機器モジュールの中の短距離無線は、図１に関連して説明されるよ
うに遠隔サーバ１０６にアクセスするために、セルラーネットワーク１０８、インターネ
ット１１２、他のネットワーク１１０等の広域ネットワークにアクセスするためにローカ
ル携帯電話または他のローカル無線通信デバイスと情報を交換するように構成される。再
利用可能構成要素１２００の電子機器モジュールの中の短距離無線は、干渉を伴わずに２
つのデバイスが通信するために、ローカル携帯電話と対合されなければならない。２つの
デバイスの間の現代の無線通信は、認証された暗号化リンクを確立するためにＩ／Ｏアド
レス１２０４ａおよびＰＩＮ１２０４ｂの交換を必要とする。これの実施例は、多くの類
似デバイスが動作し得る環境で、アドレスがデバイスを一意的に識別する、Ｂｌｕｅｔｏ
ｏｔｈ（登録商標）である。それは、複数の人々が同一の部屋にいる間に、干渉を伴わず
に異なるＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）ヘッドセットを同時に使用できる方法である。
ＰＩＮ１２０４ｂは、内密の通話をダイヤルする、ハードウェアデバイス、例えば、ヘッ
ドセットの不正使用を防止するように、セキュリティのレベルを追加する。したがって、
装着型無線デバイスの再利用可能構成要素１２００は、短距離無線と関連付けられるＩ／
Ｏアドレス１２０４ａおよびＰＩＮ１２０４ｂを含む。
【０１００】
　本開示の種々の側面によると、短距離無線を装備した再利用可能構成要素１２００は、
セルラーネットワーク１０８からデータをダウンロードし、そこから、図１に関連して詳
細に議論されるように、他のネットワーク１１０またはインターネット１１２に接続する
ために、無線リンクを使用することができる。現在、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）は
、携帯電話で利用可能である、一般的で広く利用可能な短距離無線の無線標準であり、将
来はＢＬＥ等の標準が一般的であり得ることが考慮される。したがって、本開示は、これ
に関連して限定されるべきではない。
【０１０１】
　一側面では、再利用可能構成要素１２００の電子機器モジュールは、電子機器モジュー
ルが外部ネットワーク１０８、１１０、１１２、または遠隔サーバ１０６にアクセスする
ために、携帯電話に対合されてもよい。この通信は、再利用可能構成要素１２００が少な
くとも一週間の寿命を有することを仮定すると、毎週の行使であってもよい。現在、無線
装着型デバイスを発見可能にするために、対象は、外部ボタンスイッチを押して無線装着
型デバイスを発見可能にすることによって、携帯電話への無線装着型デバイスを起動する
というタスクを担当している。いったんボタンが押されると、短距離無線は、そのＩ／Ｏ
アドレス１２０４ａおよびＰＩＮ１２０４ｂを、範囲内のあらゆるデバイスにブロードキ
ャストする。次いで、対象は、領域中で発見されるデバイスのリストからＩ／Ｏアドレス
を手動で選択し、装着型電子機器モジュール上のラベル１２１４から（またはその包装か
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ら）ＰＩＮ１２０４ｂをコピーし、電話上のキーパッド／キーボードを使用して、それを
携帯電話に入力し、それに基づいてデバイスの間に暗号化リンクが作成される。Ｉ／Ｏア
ドレス１２０４ａおよびＰＩＮ１２０４ｂを入力する手動技法が、本質的にエラーおよび
不具合を起こしやすいため、Ｉ／Ｏアドレス１２０４ａおよびＰＩＮ１２０４ｂが誤入力
されたときに対合が失敗する。代替として、ブロードキャストされたＩ／Ｏアドレス１２
０４ａのみに基づいて、暗号化されていないリンクが２つのデバイスの間に作成され、Ｐ
ＩＮ１２０４ｂを交換するために使用されてもよい。ＰＩＮ１２０４ｂは、さらなる通信
のために使用される暗号化リンクを作成するために使用される。リスクは、ＰＩＮ１２０
４ｂ上の交換を傍受することができ、安全なリンクが損なわれ得ることである。
【０１０２】
　この手動プロセスで本質的なある制限を克服するために、一側面では、Ｉ／Ｏアドレス
１２０４、および随意にＰＩＮ１２０４の画像１２１２を捕捉するために、カメラ付き携
帯電話１２１０が採用される、新しい技法が図１２Ｂに示されるように提供される。Ｉ／
Ｏアドレス１２０４、および随意にＰＩＮ１２０４は、機械、人間、またはそれらの組み
合わせによって認識可能である形態の記号として、再利用可能構成要素１２００上に位置
する。図１２に示されるように、Ｉ／ＯアドレスおよびＰＩＮは、再利用可能構成要素１
２００の底部分１２０２に取り付けられるラベル上に提供される。ほとんどの現在の携帯
電話（スマートフォン）は、極めて高解像度の内蔵画像センサ／カメラを含み、極めて強
力なコンピュータデバイスであり、したがって、内蔵カメラを装備したスマートフォン１
２１０（または好適な携帯電話）が、Ｉ／ＯアドレスおよびＰＩＮ１２０４の画像１２１
２を捕捉するために採用され得ることが理解されるであろう。
【０１０３】
　提案された対合方式の一側面では、対象１０４は、再利用可能構成要素１２００上のラ
ベル１２１４の画像１２１２を捕捉するために、スマートフォン１２１０カメラを使用す
る。ラベル１２１４は、デバイスＩ／Ｏアドレス１２０４ａおよびＰＩＮ１２０４ｂの両
方、またはその上に印刷されたＰＩＮ１２０４ｂのみを有してもよい。印刷は、人間が読
める文字であってもよく、またはバーコードあるいはクイックレスポンス（ＱＲ）コード
等の機械可読文字であってもよい。スマートフォン１２１０上で作動する対合ソフトウェ
アアプリケーションは、捕捉された画像１２１２をデータ、すなわち、デバイスＩ／Ｏア
ドレス１２０４ａおよび／またはＰＩＮ１２０４ｂに変換し、したがって、ＯＣＲソフト
ウェアによって捕捉された画像１２１２からＰＩＮを抽出するために、光学文字認識（Ｏ
ＣＲ）アルゴリズムを使用する。アプリケーションはまた、対合プロセスにおけるエラー
を診断する際にオペレータを補助するために、パターン認識アルゴリズムも使用し得る。
例えば、ラベルまたはデバイス輪郭が画像フィールド内で小さすぎる場合には、カメラが
デバイスから遠すぎる。いかなるラベルまたはデバイス輪郭も認識されない場合には、再
利用可能構成要素１２００がスマートフォン１２１０カメラの前に位置していないか、ま
たはスマートフォン１２１０カメラに近すぎる。いったんスマートフォン１２１０が再利
用可能構成要素１２００のためのＩ／Ｏアドレス１２０４ａおよびＰＩＮ１２０４ｂを取
得すると、対象１０４からのさらなる手動介入を伴わずに、対合を安全に完了することが
できる。
【０１０４】
　受信機は、摂取可能事象マーカーの識別子によって発せられる信号等の伝導伝送信号を
受信する働きをする、信号受信機要素を含んでもよい。信号受信機は、信号発生要素によ
って生成される信号の性質に応じて、受信機要素の性質が必然的に変化する、種々の異な
るタイプの信号受信機要素を含んでもよい。ある側面では、信号受信機要素は、２つまた
はそれを上回る電極、３つまたはそれを上回る電極等の信号発生要素によって発せされる
信号を検出するための１つまたはそれを上回る電極を含んでもよい。ある側面では、受信
機デバイスは、相互からある距離で分散される２つまたは３つの電極を提供されるであろ
う。この距離は、電極が電圧差を検出することを可能にする。距離は変化し得、ある側面
では、０．５ｃｍ～２．５ｃｍ等の０．１ｃｍ～５ｃｍ等の０．１ｃｍ～１．０ｍに及び
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、距離は、場合によっては１ｃｍである。
【０１０５】
　目的とする受信機の外部信号受信機側面の実施例が、図１３に示されている。図１３は
、胸部等の対象の外部局所部位上に配置されるように構成される、受信機１００１を示す
。受信機は、（好適なポリマー材料から加工され得るような）上筐体プレート１１１０を
含み、手動で押下可能な動作ボタン１０２０と、受信機が動作していることを観察者に中
継するために使用され得る、状態識別子ＬＥＤ１０３０とを含む。手動で押下可能な動作
ボタン１０２０は、記憶モードから非記憶モードに受信機を移行するように、手動で操作
することができる。受信機が記憶モードであるとき、受信機のマイクロコントローラは、
オン／オフボタンからの入力を処理するように、常に低デューティサイクルアクティブ状
態にとどまってもよく、受信機のデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）は、電源を切られて
もよい。オン／オフボタンが受信機をオンにするように押下されたとき、マイクロコント
ローラは、入力をデバウンスし、ＤＳＰをそのアイドル状態にする。記憶モードである間
、本デバイスは、１μＡまたはそれを下回る電流等の５μＡの電流を含み、かつ０．１μ
Ａまたはそれを下回る電流を含む、１０μＡ未満を引き込んでもよい。この構成は、（２
５０ｍＡＨバッテリの存在を仮定すると）１ヶ月にわたって記憶された場合に、本デバイ
スが９０％以上有用なバッテリ寿命にとどまることを可能にする。そのようなボタンはま
た、他の機能に採用されてもよい。例えば、そのようなボタンは、あるタイプのデータを
取得するように受信機に命令するために採用されてもよい。加えて、または代替として、
そのようなボタンは、データを別のデバイスに転送するように受信機に手動で命令するた
めに採用されてもよい。
【０１０６】
　図１４は、図１３に示される受信機の分解図を提供する。図１４に示されるように、受
信機１００１は、上筐体プレート１１１０と、再充電可能バッテリ１１０１と、集積回路
構成要素１１２０と、底筐体プレート１１３０とを含む。底筐体プレート１１３０は、流
体密封筐体の中でバッテリならびに集積回路構成要素１１０１および１１２０を密封する
ように、上筐体プレート１１１０に嵌め込む。スナップ嵌合相互作用が図示されているが
、上および底筐体プレートが、相互係止溝を介して相互作用し得る、好適な接着剤を介し
てともに保持され得る、ともに溶接され得るように等、任意の便宜的な噛合方式が採用さ
れてもよい。場合によっては、電子構成要素は、上および／または底筐体プレートに成形
されてもよい。また、上筐体プレート１１１０に嵌め込み、伝導性スタッド１１４１－１
１４３を含む、接着パッチ１１４０も示されており、そのスタッドは、受信機の使用中に
身体との電極接点としての機能を果たす。受信機では、スタッド１１４１－１１４３は、
例えば、上筐体１１５０と関連付けられるワイヤまたは他の伝導性部材を介して、集積回
路構成要素１１２０と電気接触している。ある場合において、上筐体プレート１１１０は
、順に集積回路構成要素１１２０への電気接続を提供する、ワイヤ（図示せず）に連結さ
れたスタッド１１４１－１１４３を受容するように構成される伝導性部材を含む。
【０１０７】
　図１５は、接着パッチ１１４０の分解図を提供する。接着パッチ１１４０は、上記で説
明されるように、上スタッド１１４１、１１４２、および１１４３を含む。これらのスタ
ッドは、皮膚接触スタッド１１５１、１１５２、および１１５３と電気接触している。皮
膚接触スタッド１１５１、１１５２、および１１５３の皮膚側表面上には、伝導性ヒドロ
ゲル層１１５４がある。各スタッド１１５１、１１５２、および１１５３の周囲には、非
伝導性ヒドロゲル１１５５および感圧性接着剤１１５６構成要素がある。この部分では、
任意の便宜的で生理学的に容認可能な接着剤が採用されてもよい。場合によっては、印加
された刺激に応答してそれらの接着性質を変化させる、接着剤が採用される。例えば、受
信機が身体と関連付けられたままであることが所望される間に、接着剤が強力なままであ
るが、所望されるときに身体からの受信機の除去を促進するよう容易に弱められるように
、光、例えば、紫外線、または化学物質の印加時に低接着性になる接着剤が採用されても
よい。各皮膚接触スタッドの非皮膚側には、Ａｇ／ＡｇＣｌ等の乾燥電極材料の層がある
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。この乾燥電極材料の層の上面には、ビニル炭素層等の多孔質層がある。また、上バッキ
ング層１１８０も示されている。示されていないが、上スタッド１１４１－１１４３は、
バッキング層１１８０（例えば、ウレタンおびポリエチレン）を通して、各上スタッドの
下に位置付けられる乾燥電極および皮膚接触スタッドと電気接触している。図示されるよ
うに、スタッドは、任意の２つの所与のスタッドの間で双極子サイズを増加させるために
十分な様式で、パッチの外縁の方向へそれらの乾燥電極層に対して中心から外れている。
加えて、所望される場合、例えば、多孔質層１１７０のパターンを変化させること、およ
び／または乾燥電極層の組成を修正することによって、伝導度勾配が各スタッドと関連付
けられてもよい。そのような側面で関心となるのは、伝導度勾配がパッチの外縁の方向へ
伝導度を増加させる場所である。
【０１０８】
　図１６Ａ－１６Ｅは、接着包帯構成を有する可撓性構造で２つの電極１３１０および１
３２０を含む、代替的な外部パッチ構成１３００の種々の図を提供する。パッチ１３００
は、集積回路／バッテリ構成要素１３６０ならびに電極１３１０および１３２０を封入す
るように、図１６Ｅに示されるようにとも嵌合する、上部可撓性外側支持体１３３０およ
び底部可撓性支持体１３５０を含む。図１６Ｄに示されるように、電極１３１０および１
３２０の底面が露出される。図１６Ｅに示されるように、電極１３１０および１３２０は
、電極と集積回路／バッテリ構成要素１３６０との間の電気接点を提供する、リード線要
素１３７５および１３７０を含む。上記で説明されるもの等の任意の便宜的な接着構成要
素が採用されてもよい。
【０１０９】
　「一側面」または「ある側面」のいずれかの言及は、その側面に関連して説明される特
定の特徴、構造、または特性が、少なくとも１つの側面内に含まれることを意味すること
は、特筆に値する。したがって、明細書全体を通して、種々の場所における語句「一側面
では」または「ある側面では」の表出は、必ずしも全て、同一の側面を参照するわけでは
ない。さらに、特定の特徴、構造、または特性は、１つまたはそれを上回る側面において
、任意の好適な様式で組み合わせられてもよい。
【０１１０】
　いくつかの側面が、その派生形とともに、「連結される」および「接続される」という
表現を使用して説明され得る。これらの用語は、相互に同義語として意図されるものでは
ないことを理解されたい。例えば、いくつかの側面は、２つまたはそれを上回る要素が、
直接、相互に物理的または電気的に接触することを示すために、用語「接続される」を使
用して説明され得る。別の実施例では、いくつかの側面は、２つまたはそれを上回る要素
が、直接、物理的または電気的に接触することを示すために、用語「連結される」を使用
して説明され得る。しかしながら、用語「連結される」はまた、２つまたはそれを上回る
要素が、直接、相互に接触しないが、依然として、相互に協働または相互作用することも
意味し得る。
【０１１１】
　側面のある特徴が本明細書で説明されるように例証されているが、多くの修正、置換、
変更、および均等物が当業者に想起されるであろう。したがって、添付の請求項は、側面
の真の精神内に入るような全ての修正および変更を網羅することを目的としていると理解
されたい。
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